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　◎多度津町社会福祉協議会（町民健康センター２階）
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　　　　　　１０，５１９，１０６円
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室     33－1115

●『町の人口』について
   毎月掲載している『町の人口』については、現在『平
　成２２年国勢調査』の集計作業を行っていますので、
　集計結果が発表され次第、掲載を再開します。

■新着情報・絵本

　                          
　　　　　　　　　　　　　　　　　コマヤスカン / 講談社
　　日本を見わたす 大パノラマ絵本
        小学生のはるかちゃんと父親が
　　早朝に雪の新青森駅　を出発し、
　「はやぶさ」「のぞみ」「さくら」
　を乗り継いで、夜に桜の咲く鹿児
　島中央駅に着くまでを、空からの
　俯瞰で沿線を丁寧に描いた。

■７月の行事
　★おはなし会『ひまわり』
　　　７月 ９日（土）   １４時～14時30分
　★おはなし会　『ライブラリーこぐま』
　　　７月20日（水）　１４時３０分～１５時

２０７冊
３，０２６人
５，９４３冊

３５人

『新幹線のたび』　～はやぶさ・のぞみ・さくらで日本縦断～

■『今』 読んで ！！

　わたしたちは 戦争が だいきらいです！！
　日本・中国・韓国の絵本作家が子どもたちにおくる
　平和絵本（それぞれの国・言語で絵本を刊行中）
　                          
　　　　　作：浜田 桂子 / 童心社

　　　　　作：姚 紅（ﾔｵ ﾎﾝ）・ 訳：中 由美子 / 童心社
　　　　　
　　　　　作：イ・オクベ ・ 訳：おおたけきよみ / 童心社

　

■ボランティアさん♪大募集！！
　絵本＆こどもさんが 大好きな あなた♪
   一緒に“おはなし会”で 『 読み聞かせ 』 して
   くださいませんか！？
   ※ 詳しくは 図書館カウンターまで!！

●『へいわって どんなこと？』

●『京劇がきえた日』

●『非武装地帯に春がくると』

■５月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

■さくらプール７月・８月　開館時間変更のお知らせ
　７月・８月の２ヶ月間は
▽平日＝１０時～２１時
▽日曜・祝日＝１０時～１８時
に変更になります。
※休館日は毎週火曜日です。
※９月より通常の開館時間に
   戻ります。

【問合せ】さくらプール（☎　３３‐４３００）
　

■町民会館からお知らせ　　☎３３－３３３０

●東儀秀樹×古澤巌ツアー２０１１　午後の汀
　雅楽の伝統に立つ東儀秀樹。
　西洋音楽の伝統に立つ古澤巌。
　オリジナル曲はもとより、クラシックからポップス
　などのカバー曲も盛り込み、この二人でなければ
　味わえない音楽世界を十二分に堪能してください。
【日　時】
　９月１１日（日）
　　開場１６時３０分
　　開演１７時００分
【料　金】
　　一般　５，２５０円
　　学生　３，１５０円
　　（税込み）★全席指定
　　只今チケット発売中！
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税務課からお知らせ税務課からお知らせ 税務課からお知らせ税務課からお知らせ

　●均等割額＝47,200円
　●所得割額＝基礎控除後の平成22年中の所得×8.81％
　　◆保険料の賦課期日は４月１日です。（年度途中で被保険者資格
　　　を取得された方の賦課期日は、資格取得日です。）
　　◆年度途中で75歳になった方は75歳になった月から、県外から
　　　転入された方は転入月から、県外へ転出された方は転出した前
　　　月分まで、保険料がかかります。

　●基準額＝42,000円
　●保険料調整率＝所得に応じて次のとおり６段階に分かれています。

   29,000円　
　／１世帯あたり

   28,000円　
　／１人あたり

●　平成２3年度の保険料・保険税の金額が決定されます●　平成２3年度の保険料・保険税の金額が決定されます

●　保険料・保険税の納付について●　保険料・保険税の納付について

●　納付方法の変更について●　納付方法の変更について

■　後期高齢者医療保険料額（限度額50万円）＝　均等割額　＋　所得割額

■　介護保険料額＝　基準額　×　保険料調整率

■　国民健康保険税額＝　医療保険分　＋　後期高齢者支援金分　＋　介護保険分　

税務課からお知らせ税務課からお知らせ 多度津町税務課　☎33－1118★離職された方の国民健康保険税が軽減されます
　軽減を受けるには申請が必要ですので、制度の詳細や手続きについては多度津町税務課へお問い合わせください。
　
　●対 象 者・・・離職の翌日から翌年度末までの間に、雇用保険の「特定受給資格者・特定理由離職者」として
　　　　　　　　  失業等給付を受ける方
　　　　　　　　　※「特定受給資格者」は倒産・解雇などによる離職者、「特定理由離職者」は雇い止めなどに
                                よる離職者をいいます。
　●軽 減 額・・・前年中の給与所得をその30％とみなして算定します。
　●軽減期間・・・離職の翌日から翌年度末までの間（雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります）。
　　　　　　　　　※国保加入中は途中で就職しても引き続き対象になりますが、会社の健康保険に加入するなど、
                                国民健康保険を脱退した場合は終了します。

特別徴収の方

普通徴収と特別徴収の併用の方

普通徴収の方

後期高齢者医療保険料 介護保険料・国民健康保険税
４月・６月・８月・10月・12月・２月の年金から特別徴収
★１期～３期までは普通徴収
★10月以降は10月・12月・
　２月の年金から特別徴収
　１期～８期までを普通徴収　

★１期～２期までは普通徴収
★10月以降は10月・12月・
　２月の年金から特別徴収
　１期～６期までを普通徴収

後期高齢者医療保険料 介護保険料・国民健康保険税
１期：　８月　１日（月）
２期：　８月３１日（水）
３期：　９月３０日（金）
４期：１０月３１日（月）
５期：１１月３０日（水）
６期：１２月２７日（火）
７期：　１月３１日（火）
８期：　２月２９日（水）

１期：　８月　１日（月）

２期：　９月３０日（金）
３期：１０月３１日（月）
４期：１１月３０日（水）
５期：１２月２７日（火）

６期：　１月３１日（火）

◆国民健康保険税は世帯単位で国保加入者がいる世帯の世帯主が納めます。
◆「介護保険分」は40～64歳の国保加入者が対象です。
◆平成23年度に、第１号被保険者介護保険（65歳～）へ移行される方と、後期高齢者医療（75歳～）へ移行され
　る方の国民健康保険税は、すでに「誕生日の属する月」の前月までの月割計算になっています。
　誕生月からの国民健康保険税（65歳の方は「介護保険分」のみ）は年税額に含まれていません。

　後期高齢者医療保険料および国民健康保険税について、これまで保険料・保険税を滞納することなく納めている方
は、年金天引きによる納付から口座振替による納付へ変更することができます。希望される方は、 ①通帳の届出印、
②口座番号が分かるもの　をご持参のうえ、多度津町税務課で手続きをお願いします。
◆納付方法を変更しても、保険料・保険税の総額は変わりません。
◆過去２年間に、後期高齢者医療保険料や国民健康保険税を滞納したことがある方については、納付方法の変更をお断
   りさせていただく場合があります。
　また、納付方法変更後に、引落口座の残高不足などで振替不能になった場合は、年金からの特別徴収に切り替わるこ
　とがあります。納期限の前には引落口座の残高確認をお願いします。

【注】　　　の箇所が平成２３
　　年度は変更になっています。

年金からの天引きにより、
保険税・保険料を納めます。

納付書または口座
振替により保険税
・保険料を納めま
す。

★特別徴収とは？

★普通徴収とは？

保険料調整率＝所得に応じて次のとおり６段階に分かれています。

このページで表記されている『基礎控
除後の平成22年中の所得』は、平成
22年中の所得（総所得金額と山林所
得、その他の所得の合計額）
から基礎控除33万円を差
し引いたものです。

★『基礎控除後の平成22年中の

　所得』とは？

所得割額 均等割額 平等割額

基礎控除後の
平成22年中の所得×1.9％
基礎控除後の
平成22年中の所得×2.4％

資産割額

平成23年度の固定資産税額×32％

平成23年度の固定資産税額×6％

平成23年度の固定資産税額×1.5％

    5,800円　
　／１世帯あたり

    5,400円　
　／１世帯あたり

11,000円
　／１人あたり

    7,800円　
　／１人あたり

対　象　者 保険料
調整率

介護保険料額
（年　額）所得段階 町民税による区分 所得による区分

世帯全員が課税されていない

本人が課税されている

本人は課税されていないが、世
帯内に課税されている方がいる

平成22年中の所得が200万円未満の方
平成22年中の所得が200万円以上の方

◆65歳以上の第１号被保険者の方の介護保険料は42,000円（多度津町の基準額）です。
◆平成22年中の所得に応じて保険料調整率が決まりますので、未申告の方は申告をお願いします。

医療保険分
（限度額51万円）
後期高齢者支援金分
（限度額14万円）
介護保険分
（限度額12万円）

基礎控除後の
平成22年中の所得×7.4％

平成23年度の後期高齢者医療保険料・介護保険料・国民健康保険税は、７月10日に決定し、通知します

●普通徴収の場合の納期限

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階
第６段階

老齢福祉年金または生活保護の受給者の方
平成22年中の年金収入とその他の所得の合計
金額が80万円以下の方
第１・第２段階に該当しない方
平成22年中の年金収入とその他の所得の合計
金額が80万円以下の方

平成22年中の年金収入とその他の所得の合計
金額が80万円を超える方

×1.25
×1.5

基準額

×0.875

×0.75

×0.5

×0.5

52,500円
63,000円

42,000円

36,750円

21,000円

21,000円

31,500円



3 2

税務課からお知らせ税務課からお知らせ 税務課からお知らせ税務課からお知らせ

　●均等割額＝47,200円
　●所得割額＝基礎控除後の平成22年中の所得×8.81％
　　◆保険料の賦課期日は４月１日です。（年度途中で被保険者資格
　　　を取得された方の賦課期日は、資格取得日です。）
　　◆年度途中で75歳になった方は75歳になった月から、県外から
　　　転入された方は転入月から、県外へ転出された方は転出した前
　　　月分まで、保険料がかかります。

　●基準額＝42,000円
　●保険料調整率＝所得に応じて次のとおり６段階に分かれています。

   29,000円　
　／１世帯あたり

   28,000円　
　／１人あたり

●　平成２3年度の保険料・保険税の金額が決定されます●　平成２3年度の保険料・保険税の金額が決定されます
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このページで表記されている『基礎控
除後の平成22年中の所得』は、平成
22年中の所得（総所得金額と山林所
得、その他の所得の合計額）
から基礎控除33万円を差
し引いたものです。

★『基礎控除後の平成22年中の

　所得』とは？

所得割額 均等割額 平等割額

基礎控除後の
平成22年中の所得×1.9％
基礎控除後の
平成22年中の所得×2.4％

資産割額

平成23年度の固定資産税額×32％

平成23年度の固定資産税額×6％

平成23年度の固定資産税額×1.5％

    5,800円　
　／１世帯あたり

    5,400円　
　／１世帯あたり

11,000円
　／１人あたり

    7,800円　
　／１人あたり

対　象　者 保険料
調整率

介護保険料額
（年　額）所得段階 町民税による区分 所得による区分

世帯全員が課税されていない

本人が課税されている

本人は課税されていないが、世
帯内に課税されている方がいる

平成22年中の所得が200万円未満の方
平成22年中の所得が200万円以上の方

◆65歳以上の第１号被保険者の方の介護保険料は42,000円（多度津町の基準額）です。
◆平成22年中の所得に応じて保険料調整率が決まりますので、未申告の方は申告をお願いします。

医療保険分
（限度額51万円）
後期高齢者支援金分
（限度額14万円）
介護保険分
（限度額12万円）

基礎控除後の
平成22年中の所得×7.4％

平成23年度の後期高齢者医療保険料・介護保険料・国民健康保険税は、７月10日に決定し、通知します

●普通徴収の場合の納期限

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階
第６段階

老齢福祉年金または生活保護の受給者の方
平成22年中の年金収入とその他の所得の合計
金額が80万円以下の方
第１・第２段階に該当しない方
平成22年中の年金収入とその他の所得の合計
金額が80万円以下の方

平成22年中の年金収入とその他の所得の合計
金額が80万円を超える方

×1.25
×1.5

基準額

×0.875

×0.75

×0.5

×0.5

52,500円
63,000円

42,000円

36,750円

21,000円

21,000円

31,500円
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住民課からお知らせ住民課からお知らせ親切・人権親切・人権

■　後期高齢者医療保険制度について■　後期高齢者医療保険制度について

住民課からお知らせ住民課からお知らせ 多度津町住民課　☎33－4480

●後期高齢者医療被保険者証について
　香川県後期高齢者医療広域連合では、被保険者証の有効期間を原則、毎年８月１日～７月３１日までの一年間と定め
　ており、現在の被保険者証は、７月末で有効期限が満了になります。そのため、８月からご使用いただく新たな被保
　険者証を被保険者１人に１枚ずつ『特定記録郵便』で、７月１６日以降に『黄色の封筒』でお届けします。
　※７月２５日以降、被保険者証が届かない場合は、配達状況を確認しますので、住民課へご連絡ください。
　※香川県後期高齢者医療広域連合から住民票に記載されている住所地へ送付します。送付先の変更等の個別対応は
　　できませんので、住所地以外への送付をご希望の方は、郵便局へ転送の届出を行ってください。
　大きさはカードサイズです。記載内容を確認のうえ、台紙から被保険者証をはがしてご使用ください。なお紛失等に
　は十分ご注意ください（現在お持ちの被保険者証は、８月１日以降使用できませんので、住民課へお返しください）。
　【表面】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【裏面】
　　・色は黄色で、左右の端に『水色』のライン　　　　　・注意事項および臓器提供意思表示欄

■　特定健診の受診について■　特定健診の受診について

●限度額適用・標準負担額減額認定証について
　平成２３年度の住民税が非課税世帯に属する方は、申請により８月１日以降適用の「限度額適用・標準負担額認定証」
　が交付され、入院時の一部負担金や食事代が減額されます。なお申請時には、①被保険者証、②印鑑、③本人または
　世帯員が平成２３年１月１日に町外住所地の場合は、その方の平成２３年度非課税証明書、を持参してください。
　平成２２年度に認定証をお持ちの方は、新たな認定証を７月下旬に郵送しますので、申請手続きは不要です（世帯に
　所得未申告者がいる場合は、申告した後に住民課にて申請が必要）。

　　特定健診は、生活習慣病を予防するための健診です。毎年受診することで、健診結果に示された
　身体の状態やどのように生活習慣を見直せばよいか、健診実施機関にて情報提供を受けることがで
　きます。また、健診の結果により保健指導が必要とされた方には、特定保健指導といわれる専門職
　種による６ヵ月間の生活習慣改善の支援が受けられます。
　　今年も４０歳以上の方を対象に、特定健診が始まっています。どの医療保険にご加入であっても
　ほぼ同様の健診機関にて健診が受けられます（一部、受けられない機関もありますので、確認して受診してください）。
　　多くの医療保険者においては、健診の際に必要な書類や健診案内を対象者へ連絡しています。実施機関や費用など
　詳細については、ご加入の医療保険者（健康保険証に記載）にて確認してください。また、後期高齢者の方も同様に
　健診を受けることができ、対象者には健診案内がすでに送付されています。　　　　　　　　　香川県保険者協議会

　　多度津町国保及び町内で後期高齢者医療に加入されている方においても、特定健診及び健康診査が既に始まってい
　ます。期間は６月１０日から８月３１日までで、対象となる方には６月上旬頃に案内をお送りしています。実施医療
　機関は町内１２医療機関となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  住民課　保険年金係

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
人
間
対
人
間
の
絆
を
！
』

　豊
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　池
内

　治
仁

　今
回
「
小
さ
な
親
切
作
文
」
へ

の
依
頼
を
頂
き
、
最
近
感
じ
て
い

る
点
を
お
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　私
は
現
在
、
豊
原
小
学
校
と
香

川
県
仲
多
度
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
日
ご

ろ
よ
り
子
ど
も
達
と
接
し
て
活
動

す
る
日
常
か
ら
「
小
さ
な
親
切
」

を
考
え
た
時
に
、
私
は
「
小
さ
な

親
切
」
と
は
、
人
間
対
人
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
思
い
や
り

の
先
に
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
し
て
行
く
中
で
、

日
々
の
親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
特
に
不
足
し
て
い
る
の

で
は
、
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　た
と
え
ば
家
庭
内
で
食
事
を
す

る
時
に
テ
レ
ビ
を
つ
け
、
子
ど
も

は
携
帯
電
話
の
画
面
を
見
な
が
ら
、

会
話
も
無
く
ご
飯
を
食
べ
た
り
、

テ
レ
ビ
で
「
い
じ
め
」
の
問
題
が

あ
っ
た
時
だ
け
、「
い
じ
め
は
無
い

の
？
大
丈
夫
？
何
か
あ
っ
た
ら
言

っ
て
来
て
ね
！
」
と
繰
り
返
す
。

テ
ス
ト
の
結
果
発
表
の
時
だ
け
、

一
番
に
結
果
を
聞
く
な
ど
で
す
。

　私
は
家
庭
の
子
ど
も
達
と
は
、

何
気
な
い
日
常
の
何
気
な
く
寄
り

添
う
時
間
や
、
子
ど
も
の
方
か
ら

「
あ
の
ね
？
」
と
悩
み
を
打
ち
あ

け
た
時
だ
け
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
の
る
事
が
、
父
親
と
し
て
の
役

割
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

家
庭
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
親
子
間
の
思
い
や
り
が
出
来
て

初
め
て
「
小
さ
な
親
切
」
な
ど
に

結
び
つ
く
と
考
え
ま
す
。

　一
番
大
切
な
人
間
対
人
間
の
絆

を
ま
ず
家
庭
内
か
ら
築
く
事
が
、

他
人
を
思
い
や
る
行
動
へ
と
駆
り

立
て
る
事
だ
と
信
じ
、
日
々
の
活

動
へ
結
び
付
け
、
子
ど
も
達
の
模

範
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
度
は
こ
の
様
な
場
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
部
落
解
放
第
56
回

　全
国
女
性
集
会
に
参
加
し
て

　丸
亀
市
に
於
い
て
31
都
道
府
県

か
ら
１
１
４
９
名
が
参
加
し
、
全

国
女
性
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
と
人
権
・

平
和
の
確
立
、
男
女
平
等
社
会
の

実
現
に
む
け
て
女
性
の
力
を
結
集

し
、「
部
落
解
放
運
動
を
大
き
く
前

進
さ
せ
よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、「
性
暴
力
セ
ン
タ
ー
・

大
阪
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
」
の

記
念
講
演
を
は
じ
め
、
分
科
会
で

は
、「
結
婚
差
別
」「
偏
見
」「
い
じ

め
」
な
ど
の
体
験
が
報
告
さ
れ
、

フ
ロ
ア
ー
か
ら
も
多
く
の
意
見
や

熱
い
想
い
が
発
表
さ
れ
、
正
し
い

人
権
・
同
和
教
育
の
必
要
性
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
間
が
豊
か
に
笑
顔
で

生
活
で
き
る
環
境
、
認
め
合
い
協

力
し
合
っ
て
生
き
て
い
け
る
社
会

の
創
造
が
切
に
望
ま
れ
る
こ
と
を

参
加
者
全
員
で
確
認
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

　21
世
紀
は
、
「
人
権
の
世
紀
」

と
言
わ
れ
、
国
際
的
に
人
権
問
題

へ
の
関
心
が
大
き
な
高
ま
り
を
見

せ
て
お
り
ま
す
が
、
国
内
で
は
、

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
が
被
害

者
と
な
る
人
権
侵
害
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
人
権
の
尊
重
と
個
人
の

自
立
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
み
ん

な
が
お
互
い
に
支
え
合
う
、
夢
と

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
福
祉
保
健
課
）

■
平
成
23
年
度
『
環
境
標
語
』

　小・中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
多
度
津
中
学
校
】

ゴ
ミ
を
片
づ
け
る
こ
と
が

進
ん
で
で
き
る
人
は

　素
敵
で
す

　
　
　
　１
年

　
　森

　陽
菜
子

ほ
た
る
が
よ
ろ
こ
ぶ

き
れ
い
な
水
の
多
度
津
町

　
　
　
　１
年

　
　犬
井

　紗
香

ポ
イ
捨
て
を

自
分
の
家
に
も
さ
れ
た
い
か
？

　
　
　
　１
年

　
　丸
本

　
　英

広
い
け
ど

海
は
ご
み
捨
て
場
じ
ゃ
な
い
よ

   

　
　
　１
年

　
　小
田

　愛
莉

ポ
イ
捨
て
Ｎ
Ｏ
！

世
界
共
通
の
ル
ー
ル
で
す

   

　
　
　１
年

　
　杉
本

　果
鈴

■
善 

意 

（
５
月
分
） 

敬
称
略

●
『
小
さ
な
親
切
』
運
動

　
　
　
　
　
　
　
多
度
津
町
支
部

　
　
中
　
マ
サ
子
（
栄
　
町
）

　
　
小
国
　
令
子
（
本
　
通
）

　
　
岩
本
　
英
子
（
本
　
通
）

　
　
山
地
　
洋
子
（
奥
白
方
）

　
　
嶋
田
小
夜
子
（
桜
　
川
）

　
　
伊
藤
　
嘉
子
（
桜
　
川
）

●
身
体
障
害
者
協
会
多
度
津
分
会

　
　
森
　
　
　
正
（
　
庄
　
）

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
４
月
分
）

　
　
加
藤
　
　
渡
（
北
　
鴨
）

（
５
月
分
）

　
　
大
平
　
　
武
（
東
白
方
）

　
　
志
村
　
克
之
（
道
福
寺
）

　
　
西
田
　
忠
幸
（
東
白
方
）

　
　
秋
山
　
一
男
（
本
　
通
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
『
桃
陵
苑
』

（
４
月
分
）

　
　
熊
本
　
克
己
（
南
　
鴨
）

　
　
宮
本
　
忠
光
（
新
居
浜
市
）

　
　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
　
り
の
会
、
多
度
津
町
生
活
研
究

　
　
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、
す
い

　
　
せ
ん
の
会
、
㈳
多
度
津
町
シ
ル

　
　
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
多
度
津

　
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、
多

　
　
度
津
町
婦
人
連
絡
協
議
会
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　身体の状態やどのように生活習慣を見直せばよいか、健診実施機関にて情報提供を受けることがで
　きます。また、健診の結果により保健指導が必要とされた方には、特定保健指導といわれる専門職
　種による６ヵ月間の生活習慣改善の支援が受けられます。
　　今年も４０歳以上の方を対象に、特定健診が始まっています。どの医療保険にご加入であっても
　ほぼ同様の健診機関にて健診が受けられます（一部、受けられない機関もありますので、確認して受診してください）。
　　多くの医療保険者においては、健診の際に必要な書類や健診案内を対象者へ連絡しています。実施機関や費用など
　詳細については、ご加入の医療保険者（健康保険証に記載）にて確認してください。また、後期高齢者の方も同様に
　健診を受けることができ、対象者には健診案内がすでに送付されています。　　　　　　　　　香川県保険者協議会

　　多度津町国保及び町内で後期高齢者医療に加入されている方においても、特定健診及び健康診査が既に始まってい
　ます。期間は６月１０日から８月３１日までで、対象となる方には６月上旬頃に案内をお送りしています。実施医療
　機関は町内１２医療機関となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  住民課　保険年金係

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
人
間
対
人
間
の
絆
を
！
』

　豊
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　池
内

　治
仁

　今
回
「
小
さ
な
親
切
作
文
」
へ

の
依
頼
を
頂
き
、
最
近
感
じ
て
い

る
点
を
お
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　私
は
現
在
、
豊
原
小
学
校
と
香

川
県
仲
多
度
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
日
ご

ろ
よ
り
子
ど
も
達
と
接
し
て
活
動

す
る
日
常
か
ら
「
小
さ
な
親
切
」

を
考
え
た
時
に
、
私
は
「
小
さ
な

親
切
」
と
は
、
人
間
対
人
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
思
い
や
り

の
先
に
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
し
て
行
く
中
で
、

日
々
の
親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
特
に
不
足
し
て
い
る
の

で
は
、
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　た
と
え
ば
家
庭
内
で
食
事
を
す

る
時
に
テ
レ
ビ
を
つ
け
、
子
ど
も

は
携
帯
電
話
の
画
面
を
見
な
が
ら
、

会
話
も
無
く
ご
飯
を
食
べ
た
り
、

テ
レ
ビ
で
「
い
じ
め
」
の
問
題
が

あ
っ
た
時
だ
け
、「
い
じ
め
は
無
い

の
？
大
丈
夫
？
何
か
あ
っ
た
ら
言

っ
て
来
て
ね
！
」
と
繰
り
返
す
。

テ
ス
ト
の
結
果
発
表
の
時
だ
け
、

一
番
に
結
果
を
聞
く
な
ど
で
す
。

　私
は
家
庭
の
子
ど
も
達
と
は
、

何
気
な
い
日
常
の
何
気
な
く
寄
り

添
う
時
間
や
、
子
ど
も
の
方
か
ら

「
あ
の
ね
？
」
と
悩
み
を
打
ち
あ

け
た
時
だ
け
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
の
る
事
が
、
父
親
と
し
て
の
役

割
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

家
庭
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
親
子
間
の
思
い
や
り
が
出
来
て

初
め
て
「
小
さ
な
親
切
」
な
ど
に

結
び
つ
く
と
考
え
ま
す
。

　一
番
大
切
な
人
間
対
人
間
の
絆

を
ま
ず
家
庭
内
か
ら
築
く
事
が
、

他
人
を
思
い
や
る
行
動
へ
と
駆
り

立
て
る
事
だ
と
信
じ
、
日
々
の
活

動
へ
結
び
付
け
、
子
ど
も
達
の
模

範
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
度
は
こ
の
様
な
場
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
部
落
解
放
第
56
回

　全
国
女
性
集
会
に
参
加
し
て

　丸
亀
市
に
於
い
て
31
都
道
府
県

か
ら
１
１
４
９
名
が
参
加
し
、
全

国
女
性
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
と
人
権
・

平
和
の
確
立
、
男
女
平
等
社
会
の

実
現
に
む
け
て
女
性
の
力
を
結
集

し
、「
部
落
解
放
運
動
を
大
き
く
前

進
さ
せ
よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、「
性
暴
力
セ
ン
タ
ー
・

大
阪
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
」
の

記
念
講
演
を
は
じ
め
、
分
科
会
で

は
、「
結
婚
差
別
」「
偏
見
」「
い
じ

め
」
な
ど
の
体
験
が
報
告
さ
れ
、

フ
ロ
ア
ー
か
ら
も
多
く
の
意
見
や

熱
い
想
い
が
発
表
さ
れ
、
正
し
い

人
権
・
同
和
教
育
の
必
要
性
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
間
が
豊
か
に
笑
顔
で

生
活
で
き
る
環
境
、
認
め
合
い
協

力
し
合
っ
て
生
き
て
い
け
る
社
会

の
創
造
が
切
に
望
ま
れ
る
こ
と
を

参
加
者
全
員
で
確
認
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

　21
世
紀
は
、
「
人
権
の
世
紀
」

と
言
わ
れ
、
国
際
的
に
人
権
問
題

へ
の
関
心
が
大
き
な
高
ま
り
を
見

せ
て
お
り
ま
す
が
、
国
内
で
は
、

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
が
被
害

者
と
な
る
人
権
侵
害
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
人
権
の
尊
重
と
個
人
の

自
立
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
み
ん

な
が
お
互
い
に
支
え
合
う
、
夢
と

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
福
祉
保
健
課
）

■
平
成
23
年
度
『
環
境
標
語
』

　小・中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
多
度
津
中
学
校
】

ゴ
ミ
を
片
づ
け
る
こ
と
が

進
ん
で
で
き
る
人
は

　素
敵
で
す

　
　
　
　１
年

　
　森

　陽
菜
子

ほ
た
る
が
よ
ろ
こ
ぶ

き
れ
い
な
水
の
多
度
津
町

　
　
　
　１
年

　
　犬
井

　紗
香

ポ
イ
捨
て
を

自
分
の
家
に
も
さ
れ
た
い
か
？

　
　
　
　１
年

　
　丸
本

　
　英

広
い
け
ど

海
は
ご
み
捨
て
場
じ
ゃ
な
い
よ

   

　
　
　１
年

　
　小
田

　愛
莉

ポ
イ
捨
て
Ｎ
Ｏ
！

世
界
共
通
の
ル
ー
ル
で
す

   

　
　
　１
年

　
　杉
本

　果
鈴

■
善 

意 

（
５
月
分
） 

敬
称
略

●
『
小
さ
な
親
切
』
運
動

　
　
　
　
　
　
　
多
度
津
町
支
部

　
　
中
　
マ
サ
子
（
栄
　
町
）

　
　
小
国
　
令
子
（
本
　
通
）

　
　
岩
本
　
英
子
（
本
　
通
）

　
　
山
地
　
洋
子
（
奥
白
方
）

　
　
嶋
田
小
夜
子
（
桜
　
川
）

　
　
伊
藤
　
嘉
子
（
桜
　
川
）

●
身
体
障
害
者
協
会
多
度
津
分
会

　
　
森
　
　
　
正
（
　
庄
　
）

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
４
月
分
）

　
　
加
藤
　
　
渡
（
北
　
鴨
）

（
５
月
分
）

　
　
大
平
　
　
武
（
東
白
方
）

　
　
志
村
　
克
之
（
道
福
寺
）

　
　
西
田
　
忠
幸
（
東
白
方
）

　
　
秋
山
　
一
男
（
本
　
通
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
『
桃
陵
苑
』

（
４
月
分
）

　
　
熊
本
　
克
己
（
南
　
鴨
）

　
　
宮
本
　
忠
光
（
新
居
浜
市
）

　
　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
　
り
の
会
、
多
度
津
町
生
活
研
究

　
　
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、
す
い

　
　
せ
ん
の
会
、
㈳
多
度
津
町
シ
ル

　
　
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
多
度
津

　
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、
多

　
　
度
津
町
婦
人
連
絡
協
議
会
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文
化
教
養

文
化
教
養

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

■
桃
陵
大
学
７
月
行
事

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
15
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
町
政
講
座

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
４
日
（月）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
児
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　（
七
夕
ま
つ
り
）

　場
所
＝
多
度
津
幼
稚
園

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
23
日
（土）
／
10
時

　行
事
＝
健
康
講
座

　場
所
＝
豊
原
地
区
公
民
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
10
日
（日）
／
９
時

　行
事
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　場
所
＝
四
箇
小
学
校
体
育
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
５
日
（火）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
児
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　（
七
夕
ま
つ
り
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■
老
人
ク
ラ
ブ
７
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
７
日
（木）
〜
８
日
（金）

　行
事
＝
中
国
・
四
国
地
区

　
　
　
　
　
　老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　場
所
＝
山
口
県
湯
田
温
泉

②
日
時
＝
22
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
交
通
安
全
協
議
会
総
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
13
日
（水）
／
10
時

　行
事
＝
高
齢
者
料
理
教
室

　場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
洋
画

▽
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　１
階
・
２
階
指
定
壁
面

※
期
間
＝
い
ず
れ
も
７
月
１
日
（金）
〜

　
　29
日
（金）
の
８
時
30
分
〜
17
時

■『
ひ
だ
ま
り
』７
月
講
習

●
５
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
老
後
は
明
る
く

　
　
　
　
　楽
し
く
美
し
く
』

　▽
講
師
＝
大
廣

　洋
子

●
25
日
（月）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
歌
っ
て
笑
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
』

　▽
講
師
＝
三
崎

　め
ぐ
み

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
７
月
６
日
（水）

　多
度
津
高
校
芸
術
観
賞
会

　開
場
12
時
30
分
開
演
13
時
00
分

●
７
月
10
日
（日）

　大
川
隆
法
総
裁
先
生

　
　
　御
生
誕
祭
大
講
演
会

　『
救
世
の
時
は
今
』

　
　
　
　
　
　
　（
衛
星
会
場
）

　開
場
12
時
30
分
開
演
13
時
30
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
０

■
た
ど
つ
柳
壇（
第
53
回
）

　
　
　  

淡
路

　放
生

　選

【
第
一
席
】

ホ
カ
ホ
カ
の
女
神
を
包
む
バ
ス
タ
オ
ル

　
　山

　階

　
　
　中
野
ふ
み
子

〔
評
〕
発
想
が
大
胆
で
あ
る
。
そ

　し
て
楽
し
い
。
親
の
目
か
ら
見

　る
と
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤

　ち
ゃ
ん
も
こ
の
よ
う
に
見
え
る

　の
で
あ
ろ
う
。
バ
ス
タ
オ
ル
に

　包
ま
れ
た
女
神
は
、
ま
さ
に
光

　り
輝
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
第
二
席
】

ス
ー
パ
ー
で
女
神
も
大
根
選
っ
て
い
る

　
　見

　立

　
　
　髙
島
眞
砂
子

〔
評
〕
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
す

　る
婦
人
を
侮
っ
て
は
い
け
ま
せ

　ん
。
真
剣
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　生
鮮
食
品
な
ど
一
瞬
に
し
て
最

　良
の
モ
ノ
も
選
べ
る
眼
力
を
持

　っ
て
い
る
。
女
神
は
時
に
、
家

　族
の
た
め
に
豹
変
す
る
の
で
あ

　る
。

【
第
三
席
】

弁
天
様
拝
め
ば
琵
琶
が
聞
え
そ
う

　
　三

　井

　
　
　村
井

　安
栄

〔
評
〕
弁
財
天
は
、
ま
た
、
妙
音

　天
、
美
音
天
と
も
称
さ
れ
て
い

　る
。
つ
ま
り
は
音
楽
の
神
さ
ま
。

　七
福
神
の
中
で
は
紅
一
点
。
そ

　の
弁
天
さ
ま
の
ふ
く
よ
か
な
肢

　体
に
抱
か
れ
た
琵
琶
か
ら
の
音

　色
は
…
。「
聞
え
そ
う
」が
い
い
。

【
佳

　作
】

哀
し
み
の
指
に
女
神
の
像
を
彫
る

　
　琴
平
町

　
　
　長
尾

　俊
彦

【
佳

　作
】

女
神
に
は
縁
が
な
い
ま
ま
生
き
て
ま
す

　
　見

　立

　
　
　髙
島
也
知
子

■
次
回
た
ど
つ
柳
檀

　
　
第
54
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝
「
年
輪
」

▽
選
者
＝
無
所
属

　淡
路
放
生
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　
　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を

　
　楷
書
で
正
確
に
記
載
）
②
住

　
　所
③
氏
名
④
電
話
番
号
を
記

　
　入
し
、
左
記
ま
で
郵
送
ま
た

　
　は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　町
外
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
　多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

　
　て
い
ま
す
。

▽
応
募
期
限
＝
８
月
20
日
（土）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

■
老
人
健
康
施
設
７
月
行
事

５
日
（火）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

７
日
（木）
大
正
琴
演
奏
／
12
時
30
分

８
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

11
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

12
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

13
日
（水）
買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

19
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

20
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

21
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

22
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

25
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　／
13
時
30
分

26
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

27
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

28
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
42
回
香
川
県
体
操
競
技

　
　
　
　
　
　
　選
手
権
大
会

　（
５
月
３
日
／
県
立
体
育
館
）

▽
男
子
１
部

【
個
人
総
合
】
１
位
＝
藤
田
祥
伍

▽
男
子
２
部

【
個
人
総
合
】
３
位
＝

　
　
　長
谷
川
絢
人
・
大
西
将
五

▽
男
子
３
部

【
個
人
総
合
】
２
位
＝
尾
松
拓
哉

▽
女
子
１
部

【
個
人
総
合
】
１
位
＝
亀
代
愛
華

　
　
　
　
　
　３
位
＝
森
こ
の
か

▽
女
子
３
部

【
個
人
総
合
】
２
位
＝
平
田
奈
花

■
７
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
１
日
、
２
日
、
５
日
、

　
　７
日
〜
９
日
、
12
〜
16
日
、

　21
日
〜
23
日
、
26
日
、
28
日
〜

　30
日
／
18
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
ブ
ロ
ン
ズ
Ａ
）

　▽
日
時
＝
３
日
（日）
／
７
時
30
分

　

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
10
日
（日）

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
第
75
回
夏
季
Ｇ
．
Ｇ
大
会

　▽
日
時
＝
16
日
（土）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
堀
江
公
園
グ
ラ
ン
ド

●
世
代
交
流
テ
ニ
ス
大
会

　▽
日
時
＝
24
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｂ
）

　▽
日
時
＝
24
日
（日）
／
７
時
30
分

　

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
27
日
（水）

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●春の大運動会・体育祭
　多度津・豊原・四箇小学校で運動
会が開催されました。子どもたちの
一生懸命な競技の姿に、保護者の方
からも大きな声援と拍手が送られて
いました。また幼稚園児の参加もあ
り、園児の皆さんは保護者の方と手
を繋ぎ、元気に踊りを披露しました。
　多度津中学校では体育祭が開催さ
れ、完成度の高い演技で、練習の成
果を十分に発揮されていました。
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文
化
教
養

文
化
教
養

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

■
桃
陵
大
学
７
月
行
事

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
15
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
町
政
講
座

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
４
日
（月）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
児
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　（
七
夕
ま
つ
り
）

　場
所
＝
多
度
津
幼
稚
園

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
23
日
（土）
／
10
時

　行
事
＝
健
康
講
座

　場
所
＝
豊
原
地
区
公
民
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
10
日
（日）
／
９
時

　行
事
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　場
所
＝
四
箇
小
学
校
体
育
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
５
日
（火）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
児
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　（
七
夕
ま
つ
り
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■
老
人
ク
ラ
ブ
７
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
７
日
（木）
〜
８
日
（金）

　行
事
＝
中
国
・
四
国
地
区

　
　
　
　
　
　老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　場
所
＝
山
口
県
湯
田
温
泉

②
日
時
＝
22
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
交
通
安
全
協
議
会
総
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
13
日
（水）
／
10
時

　行
事
＝
高
齢
者
料
理
教
室

　場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
洋
画

▽
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　１
階
・
２
階
指
定
壁
面

※
期
間
＝
い
ず
れ
も
７
月
１
日
（金）
〜

　
　29
日
（金）
の
８
時
30
分
〜
17
時

■『
ひ
だ
ま
り
』７
月
講
習

●
５
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
老
後
は
明
る
く

　
　
　
　
　楽
し
く
美
し
く
』

　▽
講
師
＝
大
廣

　洋
子

●
25
日
（月）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
歌
っ
て
笑
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
』

　▽
講
師
＝
三
崎

　め
ぐ
み

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
７
月
６
日
（水）

　多
度
津
高
校
芸
術
観
賞
会

　開
場
12
時
30
分
開
演
13
時
00
分

●
７
月
10
日
（日）

　大
川
隆
法
総
裁
先
生

　
　
　御
生
誕
祭
大
講
演
会

　『
救
世
の
時
は
今
』

　
　
　
　
　
　
　（
衛
星
会
場
）

　開
場
12
時
30
分
開
演
13
時
30
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
０

■
た
ど
つ
柳
壇（
第
53
回
）

　
　
　  

淡
路

　放
生

　選

【
第
一
席
】

ホ
カ
ホ
カ
の
女
神
を
包
む
バ
ス
タ
オ
ル

　
　山

　階

　
　
　中
野
ふ
み
子

〔
評
〕
発
想
が
大
胆
で
あ
る
。
そ

　し
て
楽
し
い
。
親
の
目
か
ら
見

　る
と
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤

　ち
ゃ
ん
も
こ
の
よ
う
に
見
え
る

　の
で
あ
ろ
う
。
バ
ス
タ
オ
ル
に

　包
ま
れ
た
女
神
は
、
ま
さ
に
光

　り
輝
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
第
二
席
】

ス
ー
パ
ー
で
女
神
も
大
根
選
っ
て
い
る

　
　見

　立

　
　
　髙
島
眞
砂
子

〔
評
〕
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
す

　る
婦
人
を
侮
っ
て
は
い
け
ま
せ

　ん
。
真
剣
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　生
鮮
食
品
な
ど
一
瞬
に
し
て
最

　良
の
モ
ノ
も
選
べ
る
眼
力
を
持

　っ
て
い
る
。
女
神
は
時
に
、
家

　族
の
た
め
に
豹
変
す
る
の
で
あ

　る
。

【
第
三
席
】

弁
天
様
拝
め
ば
琵
琶
が
聞
え
そ
う

　
　三

　井

　
　
　村
井

　安
栄

〔
評
〕
弁
財
天
は
、
ま
た
、
妙
音

　天
、
美
音
天
と
も
称
さ
れ
て
い

　る
。
つ
ま
り
は
音
楽
の
神
さ
ま
。

　七
福
神
の
中
で
は
紅
一
点
。
そ

　の
弁
天
さ
ま
の
ふ
く
よ
か
な
肢

　体
に
抱
か
れ
た
琵
琶
か
ら
の
音

　色
は
…
。「
聞
え
そ
う
」が
い
い
。

【
佳

　作
】

哀
し
み
の
指
に
女
神
の
像
を
彫
る

　
　琴
平
町

　
　
　長
尾

　俊
彦

【
佳

　作
】

女
神
に
は
縁
が
な
い
ま
ま
生
き
て
ま
す

　
　見

　立

　
　
　髙
島
也
知
子

■
次
回
た
ど
つ
柳
檀

　
　
第
54
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝
「
年
輪
」

▽
選
者
＝
無
所
属

　淡
路
放
生
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　
　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を

　
　楷
書
で
正
確
に
記
載
）
②
住

　
　所
③
氏
名
④
電
話
番
号
を
記

　
　入
し
、
左
記
ま
で
郵
送
ま
た

　
　は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　町
外
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
　多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

　
　て
い
ま
す
。

▽
応
募
期
限
＝
８
月
20
日
（土）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

■
老
人
健
康
施
設
７
月
行
事

５
日
（火）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

７
日
（木）
大
正
琴
演
奏
／
12
時
30
分

８
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

11
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

12
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

13
日
（水）
買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

19
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

20
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

21
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

22
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

25
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　／
13
時
30
分

26
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

27
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

28
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
42
回
香
川
県
体
操
競
技

　
　
　
　
　
　
　選
手
権
大
会

　（
５
月
３
日
／
県
立
体
育
館
）

▽
男
子
１
部

【
個
人
総
合
】
１
位
＝
藤
田
祥
伍

▽
男
子
２
部

【
個
人
総
合
】
３
位
＝

　
　
　長
谷
川
絢
人
・
大
西
将
五

▽
男
子
３
部

【
個
人
総
合
】
２
位
＝
尾
松
拓
哉

▽
女
子
１
部

【
個
人
総
合
】
１
位
＝
亀
代
愛
華

　
　
　
　
　
　３
位
＝
森
こ
の
か

▽
女
子
３
部

【
個
人
総
合
】
２
位
＝
平
田
奈
花

■
７
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
１
日
、
２
日
、
５
日
、

　
　７
日
〜
９
日
、
12
〜
16
日
、

　21
日
〜
23
日
、
26
日
、
28
日
〜

　30
日
／
18
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
ブ
ロ
ン
ズ
Ａ
）

　▽
日
時
＝
３
日
（日）
／
７
時
30
分

　

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
10
日
（日）

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
第
75
回
夏
季
Ｇ
．
Ｇ
大
会

　▽
日
時
＝
16
日
（土）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
堀
江
公
園
グ
ラ
ン
ド

●
世
代
交
流
テ
ニ
ス
大
会

　▽
日
時
＝
24
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｂ
）

　▽
日
時
＝
24
日
（日）
／
７
時
30
分

　

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
27
日
（水）

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●春の大運動会・体育祭
　多度津・豊原・四箇小学校で運動
会が開催されました。子どもたちの
一生懸命な競技の姿に、保護者の方
からも大きな声援と拍手が送られて
いました。また幼稚園児の参加もあ
り、園児の皆さんは保護者の方と手
を繋ぎ、元気に踊りを披露しました。
　多度津中学校では体育祭が開催さ
れ、完成度の高い演技で、練習の成
果を十分に発揮されていました。
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● 多度津町戦没者追悼式
町民会館において、平成
２３年度の多度津町戦没
者追悼式が挙行されまし
た。
式には、戦没者の遺族の
方々をはじめ、多くの来
賓の方が参列され、式辞、
追悼の辞が述べられまし
た。
また、一人ずつ壇上の慰
霊碑に献花をして、戦没
者の冥福を祈りました。

● 多聞院保育所で『花まつりの会』
６月１２日に、お釈迦（しゃか）様の誕生日を
お祝いする『花まつり』の会を行いました。
園児と支援センター「なかよしひろば」に来て
いるお友達とで、感謝の気持ちを伝えるお祈り
の言葉を合唱し、像にお花を供え、甘茶をかけ
てお祝いしました。

● 多高生が聞く…『多度津の技』

６月１日は『人権擁護委員の日』です。今年も
全国的な啓発活動が行われ、多度津町の人権擁
護委員の皆さんも、町内商業施設でのチラシ・
啓発グッズの配布など、様々なＰＲ活動を行い
ました。
委員の方々は、訪れたお客さんに、あらためて
人権の大切さについての理解と協力を呼びかけ
ました。

５月２７日に、社会福祉施設「ふれあいの家」に、県
健康福祉部の川部英則部長が激励訪問されました。こ
の訪問は児童福祉月間である５月に合わせて、福祉施
設の利用者を励ますために行われています。
施設利用者の皆さんは、歌や踊りで歓迎して、手作り
クッキーをプレゼントしました。最後は川部英則部長
と１人１人が握手をして、終始笑顔の激励訪問でした。

● 香川県の『福祉施設激励訪問』
●『人権擁護委員の日』

● チャレンジデー２０１１　『スポーツの力で日本を元気に！』
　今回で１３回目の参加となるチャレンジデー。「スマイル大作戦！笑顔は日本を救う。
スマイル　スマイル　スマイル」をテーマに、約１５，６２５名の方々が参加されました。
　恒例となった朝の「一斉ラジオ体操」では、各小学校に集合された皆さんををはじめ、
多くの企業・団体の方々も早朝から参加され、当日の意気込みが感じられました。
　町内各所・各施設で、買い物ウォークや
ジョギング、リズムダンスや体力測定、社
交ダンスや水泳など様々なイベントが行わ
れ、各小学校体育館でのファイナルイベン
トでは、たくさんの子どもたちが参加され
ました。
　多くに方々にご参加いただき、１３年連
続の金メダル（参加率６６．１％）を獲得
することができました。ご参加・ご協力い
ただいた皆さん、ありがとうございました。

初回はＪＲ四国多度津工場を訪問しました。明治22年に建設された全国でも２番目に古い鉄道車両工場で、車
両が安全に走るための検査作業を行っています。車体と台車を切り離すために２台の天井クレーンが協調運転を
して車両を吊り上げます。そのクレーンを運転して20数年という大江秀徳さん（51）に話を聞きました。
1982年製のクレーンはコンピュータ制御ではありません。２人の運転手の絶妙な操作と「阿吽の呼吸」があっ
て２台が一体となった作業が行われます。少しでも息が合わないと車両が傾いたりぶつかって事故になります。
いまではほとんどの作業は自然に手が動くという大江さんも、初めて運転したときは手が震えたそうです。経験
を積んだ今も、クレーン運転手は地上の作業員の命を預かっていることをいつも自覚して運転をしているという
ことです。毎年開催されているきしゃぽっぽ祭りでは、30トン以上もある車両が空中を飛んでくるとても迫力
がある作業が見られるのでぜひ見学に来てください。（取材：多度津高校写真部）

※なお、多高生が聞く…『多度津の技』は、多度津高校写真部のみなさんにご協力いただき、随時ご紹介させて
　いただきます。
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● 多度津町戦没者追悼式
町民会館において、平成
２３年度の多度津町戦没
者追悼式が挙行されまし
た。
式には、戦没者の遺族の
方々をはじめ、多くの来
賓の方が参列され、式辞、
追悼の辞が述べられまし
た。
また、一人ずつ壇上の慰
霊碑に献花をして、戦没
者の冥福を祈りました。

● 多聞院保育所で『花まつりの会』
６月１２日に、お釈迦（しゃか）様の誕生日を
お祝いする『花まつり』の会を行いました。
園児と支援センター「なかよしひろば」に来て
いるお友達とで、感謝の気持ちを伝えるお祈り
の言葉を合唱し、像にお花を供え、甘茶をかけ
てお祝いしました。

● 多高生が聞く…『多度津の技』

６月１日は『人権擁護委員の日』です。今年も
全国的な啓発活動が行われ、多度津町の人権擁
護委員の皆さんも、町内商業施設でのチラシ・
啓発グッズの配布など、様々なＰＲ活動を行い
ました。
委員の方々は、訪れたお客さんに、あらためて
人権の大切さについての理解と協力を呼びかけ
ました。

５月２７日に、社会福祉施設「ふれあいの家」に、県
健康福祉部の川部英則部長が激励訪問されました。こ
の訪問は児童福祉月間である５月に合わせて、福祉施
設の利用者を励ますために行われています。
施設利用者の皆さんは、歌や踊りで歓迎して、手作り
クッキーをプレゼントしました。最後は川部英則部長
と１人１人が握手をして、終始笑顔の激励訪問でした。

● 香川県の『福祉施設激励訪問』
●『人権擁護委員の日』

● チャレンジデー２０１１　『スポーツの力で日本を元気に！』
　今回で１３回目の参加となるチャレンジデー。「スマイル大作戦！笑顔は日本を救う。
スマイル　スマイル　スマイル」をテーマに、約１５，６２５名の方々が参加されました。
　恒例となった朝の「一斉ラジオ体操」では、各小学校に集合された皆さんををはじめ、
多くの企業・団体の方々も早朝から参加され、当日の意気込みが感じられました。
　町内各所・各施設で、買い物ウォークや
ジョギング、リズムダンスや体力測定、社
交ダンスや水泳など様々なイベントが行わ
れ、各小学校体育館でのファイナルイベン
トでは、たくさんの子どもたちが参加され
ました。
　多くに方々にご参加いただき、１３年連
続の金メダル（参加率６６．１％）を獲得
することができました。ご参加・ご協力い
ただいた皆さん、ありがとうございました。

初回はＪＲ四国多度津工場を訪問しました。明治22年に建設された全国でも２番目に古い鉄道車両工場で、車
両が安全に走るための検査作業を行っています。車体と台車を切り離すために２台の天井クレーンが協調運転を
して車両を吊り上げます。そのクレーンを運転して20数年という大江秀徳さん（51）に話を聞きました。
1982年製のクレーンはコンピュータ制御ではありません。２人の運転手の絶妙な操作と「阿吽の呼吸」があっ
て２台が一体となった作業が行われます。少しでも息が合わないと車両が傾いたりぶつかって事故になります。
いまではほとんどの作業は自然に手が動くという大江さんも、初めて運転したときは手が震えたそうです。経験
を積んだ今も、クレーン運転手は地上の作業員の命を預かっていることをいつも自覚して運転をしているという
ことです。毎年開催されているきしゃぽっぽ祭りでは、30トン以上もある車両が空中を飛んでくるとても迫力
がある作業が見られるのでぜひ見学に来てください。（取材：多度津高校写真部）

※なお、多高生が聞く…『多度津の技』は、多度津高校写真部のみなさんにご協力いただき、随時ご紹介させて
　いただきます。
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Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

《
表
彰
・
受
賞
》

■
香
川
県
消
費
者
支
援

　
　
　
　
　
　
　功
労
者
表
彰

　５
月
31
日
、
『
香
川
県
消
費
者

支
援
功
労
者
に
対
す
る
知
事
感
謝

状
授
与
』
が
香
川
県
庁
で
行
わ
れ
、

消
費
者
利
益
の
擁
護
及
び
増
進
の

た
め
に
貢
献
し
、
消
費
者
の
権
利

の
尊
重
及
び
自
立
の
支
援
に
功
績

が
あ
っ
た
安
藤
ミ
チ
コ
氏
（
家
中

／
多
度
津
消
費
者
友
の
会
会
長
）

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

《
お
知
ら
せ
》

■
第
42
回
た
ど
つ
夏
ま
つ
り

●
８
月
６
日
（土）

【
総
お
ど
り
大
会
】

　▽
時
間
＝

　
　17
時
30
分
〜

　開
会
式

　
　18
時
20
分
〜

　総
お
ど
り

　▽
場
所
＝
町
役
場
周
辺

　▽
臨
時
駐
車
場
＝
町
役
場
第
二

　
　
　駐
車
場
・
町
パ
ー
ク
ア
ン

　
　
　ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
・
多
度

　
　
　津
小
学
校
運
動
場

【
花
火
大
会
】

　▽
時
間
＝
20
時
30
分
〜

　▽
場
所
＝
多
度
津
港

　▽
臨
時
駐
車
場
＝
町
民
野
球
場
・

　
　
　町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
・
町

　
　
　役
場
第
二
駐
車
場
・
多
度

　
　
　津
中
学
校
運
動
場
・
少
林

　
　
　寺
拳
法
駐
車
場

　

※

総
お
ど
り
大
会
は
、
小
雨
決

　
　行
、
雨
天
中
止
で
す
。

　
※

花
火
大
会
は
小
雨
決
行
。
荒

　
　天
の
場
合
は
８
月
７
日
（日）
に

　
　順
延
し
ま
す
。
な
お
７
日
が

　
　荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

　（
当
日
12
時
に
判
断
し
ま
す
。
）

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　た
ど
つ
夏
ま
つ
り
の
当
日
に
、

準
備
や
後
片
付
け
な
ど
、
イ
ベ
ン

ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
無
償
）

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　▽
日
時
＝
８
月
６
日
（土）

　
　
　
　
　15
時
〜
21
時

　▽
集
合
場
所
＝
多
度
津
町
役
場

　▽
資
格
・
条
件
＝
20
歳
以
上

　▽
申
込
方
法
＝
電
話
に
て
申
込

　▽
申
込
締
切
＝
７
月
15
日
（金）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　多
度
津
町
観
光
協
会
事
務
局

　
　
　（
多
度
津
町
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
離
島
介
護
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

  

提
供
促
進
事
業
の
助
成

　介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
が
困
難

な
離
島
地
域
の
住
民
の
居
宅
を
訪

問
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
者
に
対
し
、
定
期
船
の
船

賃
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
＝
介
護
保
険
法
に
規
定
す

　る
要
介
護
者
及
び
要
支
援
者
に

　介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
指

　定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
・
住

　宅
改
修
事
業
者
・
指
定
居
宅
介

　護
支
援
事
業
者
・
指
定
介
護
予

　防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
・
指
定
介

　護
予
防
支
援
事
業
者

▽
助
成
金
額
＝
助
成
対
象
者

　
　
　
　
　
　１
名
１
日
に
つ
き

　佐
柳
島
本
浦

　１
，
３
２
０
円

　佐
柳
島
長
崎

　１
，
５
２
０
円

　高
見
島

　
　
　
　
　９
２
０
円

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

　
■
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　納
付「
免
除
制
度
」に
つ
い
て

　保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
険

料
が
未
納
の
ま
ま
だ
と
年
金
を
受

け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

免
除
手
続
き
を
し
て
い
る
と
、
年

金
を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

●
免
除
の
対
象
と
な
る
要
件

▽
所
得
が
一
定
以
下
の
方

▽
所
得
が
一
定
以
下
で
保
険
料
の

　全
額
納
付
が
困
難
な
方
（
保
険

　料
一
部
免
除
）

▽
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

　を
受
け
て
い
る
方

▽
天
災
・
失
業
等
の
理
由
に
よ
り
、

　保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

▽
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
被
用
者

　年
金
の
障
害
年
金
（
１
・
２
級
）

　の
受
給
者

※
連
帯
し
て
保
険
料
の
納
付
義
務

　が
あ
る
方
が
、
免
除
の
要
件
に

　該
当
し
な
い
場
合
は
、
当
該
被

　保
険
者
の
保
険
料
は
免
除
さ
れ

　ま
せ
ん
。

●
免
除
の
種
類

　全
額
免
除
・
４
分
の
３
免
除
・

半
額
免
除
・
４
分
の
１
免
除
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

●
免
除
の
承
認
期
間
に
つ
い
て

　免
除
の
承
認
期
間
は
７
月
か
ら

翌
年
６
月
（
申
請
日
が
１
月
か
ら

６
月
ま
で
の
場
合
は
そ
の
年
の
６

月
）
ま
で
で
す
。
申
請
が
遅
れ
た

場
合
で
も
７
月
ま
で
遡
っ
て
承
認

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
毎
年

　申
請
が
必
要
で
す
が
、
全
額
免

　除
と
若
年
者
納
付
猶
予
に
限
り
、

　毎
年
の
申
請
は
不
要
で
す
。（
退

　職
や
被
災
に
よ
り
承
認
さ
れ
た

　場
合
や
、
前
年
所
得
が
確
認
で

　き
な
い
と
き
は
、
申
請
が
必
要

　と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

【
問
合
せ
】

　日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■「すべての住宅に火災警報器を！」
　住宅火災で亡くなった人のうちの６～７割は「逃げ遅れ」が原因で命を落としています。早く火災の発生を
知っていれば助かった方も多かったのではないかと推測されます。
　このような背景を踏まえ、平成１６年に消防法が改正され、それに合わせて多度津町火災予防条例も改正さ
れて、一般住宅にも住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。新築住宅については平成１８年６月から、
また、既存の住宅については平成２３年５月末日までに寝室等に住宅用火災警報器を設置することが義務付け
られ平成２３年６月から施行となりました。
　住宅用火災警報器とは、住宅火災による煙または熱をいち早く感知し、火災の発生を警報音や音声で知らせ
てくれる警報器や設備です。大切な命を守るために、一日も早く取り付けてください。
　なお、制度が変わった時に横行する悪質販売業者に気をつけて、次のことに注意しましょう。
　●消防職員や消防団員は一般家庭を訪問して販売・勧誘することはありません。
　●万一、来てもすぐに契約せず、他の業者などと比較して、適切な金額であるか調べましょう。
【問合せ】
　多度津町消防本部　予防係
　　☎　０８７７‐３３‐２５５１
　住宅防火推進協議会　住宅用火災警報器相談室
　　☎　フリーダイヤル　０１２０‐５６５‐９１１
　※クーリングオフに関する問合せは、香川県消費生活センター
　　☎　０８７‐８３３‐０９９９

■
平
成
23
年
度
戦
没
者
慰
霊
巡
拝

●
厚
生
労
働
省
主
催
の

　
　慰
霊
巡
拝
が
実
施
さ
れ
ま
す

▽
実
施
時
期
＝
平
成
23
年
８
月
〜

　
　
　
　
　
　平
成
24
年
３
月

▽
場
所
＝

　①
旧
ソ
連
地
域
（
イ
ル
ク
ー
ツ

　
　ク
州
、
ザ
バ
イ
カ
ル
地
方
、

　
　ア
ム
ー
ル
州
、
ハ
バ
ロ
フ
ス

　
　ク
地
方
）

　②
南
方
地
域
な
ど
（
イ
ン
ド
ネ

　
　シ
ア
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

　
　ミ
ャ
ン
マ
ー
、
マ
リ
ア
ナ
諸

　
　島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
フ
ィ

　
　リ
ピ
ン
、
ギ
ル
バ
ー
ド
諸
島
、

　
　硫
黄
島
、
中
国
東
北
地
区
）

▽
対
象
者
＝
戦
没
者
の
配
偶
者
、

　
　父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹

　
　※
原
則
と
し
て
80
歳
以
下

▽
申
込
期
間
＝

　
　実
施
時
期
の
約
３
か
月
前

　※
巡
礼
先
に
よ
っ
て
実
施
時
期

　
　と
滞
在
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　香
川
県
長
寿
社
会
対
策
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
２
６
４

　
■
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

　お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

　の
皆
様
へ

　先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）

に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に

従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救

護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍

看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給

者
を
除
く
）
に
対
し
、
そ
の
御
労

苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
か
ら
の

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
請
求
期
限
が
２
年
間
延
長
さ
れ
、

　平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

　り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　〒
１
０
０
‐
８
９
２
６

　東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

　
　
　
　
　
　
　
　２
‐
１
‐
２

　総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

　☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
５
１
８
２

■
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動

　自
動
車
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い

交
通
手
段
で
あ
る
一
方
、
交
通
事

故
の
発
生
状
況
は
依
然
と
し
て
厳

し
く
、
排
気
ガ
ス
、
騒
音
等
に
よ

る
環
境
の
悪
化
が
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
交
通

の
安
全
や
秩
序
を
乱
す
不
正
改
造

車
の
排
除
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　国
土
交
通
省
で
は
、
関
係
省
庁
、

自
動
車
関
係
団
体
等
と
協
力
し
て

不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
た
め
の

諸
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　皆
様
も
、
不
正
改
造
の
防
止
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

そ
の
排
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
相
談
・
問
合
せ
】

「
不
正
改
造
１
１
０
番
」

　☎
０
８
７
‐
８
８
２
‐
１
３
５
５

　（
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局
）

※審査は、申請者本人・申請者の配偶者・世帯主
　の前年度の所得により判定されます。

免除の対象となる所得（収入）の目安

扶養人数

全額　免除

４分の３免除

半額免除

４分の１免除

３人扶養
162万円
（257万円）
230万円
（354万円）
282万円
（420万円）
335万円
（486万円）

１人扶養
92万円

（157万円）
142万円
（229万円）
195万円
（304万円）
247万円
（376万円）

扶養なし
57万円

（122万円）
93万円

（158万円）
141万円
（227万円）
189万円
（296万円）
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《
表
彰
・
受
賞
》

■
香
川
県
消
費
者
支
援

　
　
　
　
　
　
　功
労
者
表
彰

　５
月
31
日
、
『
香
川
県
消
費
者

支
援
功
労
者
に
対
す
る
知
事
感
謝

状
授
与
』
が
香
川
県
庁
で
行
わ
れ
、

消
費
者
利
益
の
擁
護
及
び
増
進
の

た
め
に
貢
献
し
、
消
費
者
の
権
利

の
尊
重
及
び
自
立
の
支
援
に
功
績

が
あ
っ
た
安
藤
ミ
チ
コ
氏
（
家
中

／
多
度
津
消
費
者
友
の
会
会
長
）

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

《
お
知
ら
せ
》

■
第
42
回
た
ど
つ
夏
ま
つ
り

●
８
月
６
日
（土）

【
総
お
ど
り
大
会
】

　▽
時
間
＝

　
　17
時
30
分
〜

　開
会
式

　
　18
時
20
分
〜

　総
お
ど
り

　▽
場
所
＝
町
役
場
周
辺

　▽
臨
時
駐
車
場
＝
町
役
場
第
二

　
　
　駐
車
場
・
町
パ
ー
ク
ア
ン

　
　
　ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
・
多
度

　
　
　津
小
学
校
運
動
場

【
花
火
大
会
】

　▽
時
間
＝
20
時
30
分
〜

　▽
場
所
＝
多
度
津
港

　▽
臨
時
駐
車
場
＝
町
民
野
球
場
・

　
　
　町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
・
町

　
　
　役
場
第
二
駐
車
場
・
多
度

　
　
　津
中
学
校
運
動
場
・
少
林

　
　
　寺
拳
法
駐
車
場

　

※

総
お
ど
り
大
会
は
、
小
雨
決

　
　行
、
雨
天
中
止
で
す
。

　

※

花
火
大
会
は
小
雨
決
行
。
荒

　
　天
の
場
合
は
８
月
７
日
（日）
に

　
　順
延
し
ま
す
。
な
お
７
日
が

　
　荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

　（
当
日
12
時
に
判
断
し
ま
す
。
）

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　た
ど
つ
夏
ま
つ
り
の
当
日
に
、

準
備
や
後
片
付
け
な
ど
、
イ
ベ
ン

ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
無
償
）

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　▽
日
時
＝
８
月
６
日
（土）

　
　
　
　
　15
時
〜
21
時

　▽
集
合
場
所
＝
多
度
津
町
役
場

　▽
資
格
・
条
件
＝
20
歳
以
上

　▽
申
込
方
法
＝
電
話
に
て
申
込

　▽
申
込
締
切
＝
７
月
15
日
（金）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　多
度
津
町
観
光
協
会
事
務
局

　
　
　（
多
度
津
町
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
離
島
介
護
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

  

提
供
促
進
事
業
の
助
成

　介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
が
困
難

な
離
島
地
域
の
住
民
の
居
宅
を
訪

問
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
者
に
対
し
、
定
期
船
の
船

賃
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
＝
介
護
保
険
法
に
規
定
す

　る
要
介
護
者
及
び
要
支
援
者
に

　介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
指

　定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
・
住

　宅
改
修
事
業
者
・
指
定
居
宅
介

　護
支
援
事
業
者
・
指
定
介
護
予

　防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
・
指
定
介

　護
予
防
支
援
事
業
者

▽
助
成
金
額
＝
助
成
対
象
者

　
　
　
　
　
　１
名
１
日
に
つ
き

　佐
柳
島
本
浦

　１
，
３
２
０
円

　佐
柳
島
長
崎

　１
，
５
２
０
円

　高
見
島

　
　
　
　
　９
２
０
円

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

　
■
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　納
付「
免
除
制
度
」に
つ
い
て

　保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
険

料
が
未
納
の
ま
ま
だ
と
年
金
を
受

け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

免
除
手
続
き
を
し
て
い
る
と
、
年

金
を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

●
免
除
の
対
象
と
な
る
要
件

▽
所
得
が
一
定
以
下
の
方

▽
所
得
が
一
定
以
下
で
保
険
料
の

　全
額
納
付
が
困
難
な
方
（
保
険

　料
一
部
免
除
）

▽
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

　を
受
け
て
い
る
方

▽
天
災
・
失
業
等
の
理
由
に
よ
り
、

　保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

▽
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
被
用
者

　年
金
の
障
害
年
金
（
１
・
２
級
）

　の
受
給
者

※
連
帯
し
て
保
険
料
の
納
付
義
務

　が
あ
る
方
が
、
免
除
の
要
件
に

　該
当
し
な
い
場
合
は
、
当
該
被

　保
険
者
の
保
険
料
は
免
除
さ
れ

　ま
せ
ん
。

●
免
除
の
種
類

　全
額
免
除
・
４
分
の
３
免
除
・

半
額
免
除
・
４
分
の
１
免
除
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

●
免
除
の
承
認
期
間
に
つ
い
て

　免
除
の
承
認
期
間
は
７
月
か
ら

翌
年
６
月
（
申
請
日
が
１
月
か
ら

６
月
ま
で
の
場
合
は
そ
の
年
の
６

月
）
ま
で
で
す
。
申
請
が
遅
れ
た

場
合
で
も
７
月
ま
で
遡
っ
て
承
認

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
毎
年

　申
請
が
必
要
で
す
が
、
全
額
免

　除
と
若
年
者
納
付
猶
予
に
限
り
、

　毎
年
の
申
請
は
不
要
で
す
。（
退

　職
や
被
災
に
よ
り
承
認
さ
れ
た

　場
合
や
、
前
年
所
得
が
確
認
で

　き
な
い
と
き
は
、
申
請
が
必
要

　と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

【
問
合
せ
】

　日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■「すべての住宅に火災警報器を！」
　住宅火災で亡くなった人のうちの６～７割は「逃げ遅れ」が原因で命を落としています。早く火災の発生を
知っていれば助かった方も多かったのではないかと推測されます。
　このような背景を踏まえ、平成１６年に消防法が改正され、それに合わせて多度津町火災予防条例も改正さ
れて、一般住宅にも住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。新築住宅については平成１８年６月から、
また、既存の住宅については平成２３年５月末日までに寝室等に住宅用火災警報器を設置することが義務付け
られ平成２３年６月から施行となりました。
　住宅用火災警報器とは、住宅火災による煙または熱をいち早く感知し、火災の発生を警報音や音声で知らせ
てくれる警報器や設備です。大切な命を守るために、一日も早く取り付けてください。
　なお、制度が変わった時に横行する悪質販売業者に気をつけて、次のことに注意しましょう。
　●消防職員や消防団員は一般家庭を訪問して販売・勧誘することはありません。
　●万一、来てもすぐに契約せず、他の業者などと比較して、適切な金額であるか調べましょう。
【問合せ】
　多度津町消防本部　予防係
　　☎　０８７７‐３３‐２５５１
　住宅防火推進協議会　住宅用火災警報器相談室
　　☎　フリーダイヤル　０１２０‐５６５‐９１１
　※クーリングオフに関する問合せは、香川県消費生活センター
　　☎　０８７‐８３３‐０９９９

■
平
成
23
年
度
戦
没
者
慰
霊
巡
拝

●
厚
生
労
働
省
主
催
の

　
　慰
霊
巡
拝
が
実
施
さ
れ
ま
す

▽
実
施
時
期
＝
平
成
23
年
８
月
〜

　
　
　
　
　
　平
成
24
年
３
月

▽
場
所
＝

　①
旧
ソ
連
地
域
（
イ
ル
ク
ー
ツ

　
　ク
州
、
ザ
バ
イ
カ
ル
地
方
、

　
　ア
ム
ー
ル
州
、
ハ
バ
ロ
フ
ス

　
　ク
地
方
）

　②
南
方
地
域
な
ど
（
イ
ン
ド
ネ

　
　シ
ア
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

　
　ミ
ャ
ン
マ
ー
、
マ
リ
ア
ナ
諸

　
　島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
フ
ィ

　
　リ
ピ
ン
、
ギ
ル
バ
ー
ド
諸
島
、

　
　硫
黄
島
、
中
国
東
北
地
区
）

▽
対
象
者
＝
戦
没
者
の
配
偶
者
、

　
　父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹

　
　※
原
則
と
し
て
80
歳
以
下

▽
申
込
期
間
＝

　
　実
施
時
期
の
約
３
か
月
前

　※
巡
礼
先
に
よ
っ
て
実
施
時
期

　
　と
滞
在
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　香
川
県
長
寿
社
会
対
策
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
２
６
４

　
■
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

　お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

　の
皆
様
へ

　先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）

に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に

従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救

護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍

看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給

者
を
除
く
）
に
対
し
、
そ
の
御
労

苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
か
ら
の

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
請
求
期
限
が
２
年
間
延
長
さ
れ
、

　平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

　り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　〒
１
０
０
‐
８
９
２
６

　東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

　
　
　
　
　
　
　
　２
‐
１
‐
２

　総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

　☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
５
１
８
２

■
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動

　自
動
車
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い

交
通
手
段
で
あ
る
一
方
、
交
通
事

故
の
発
生
状
況
は
依
然
と
し
て
厳

し
く
、
排
気
ガ
ス
、
騒
音
等
に
よ

る
環
境
の
悪
化
が
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
交
通

の
安
全
や
秩
序
を
乱
す
不
正
改
造

車
の
排
除
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　国
土
交
通
省
で
は
、
関
係
省
庁
、

自
動
車
関
係
団
体
等
と
協
力
し
て

不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
た
め
の

諸
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　皆
様
も
、
不
正
改
造
の
防
止
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

そ
の
排
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
相
談
・
問
合
せ
】

「
不
正
改
造
１
１
０
番
」

　☎
０
８
７
‐
８
８
２
‐
１
３
５
５

　（
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局
）

※審査は、申請者本人・申請者の配偶者・世帯主
　の前年度の所得により判定されます。

免除の対象となる所得（収入）の目安

扶養人数

全額　免除

４分の３免除

半額免除

４分の１免除

３人扶養
162万円
（257万円）
230万円
（354万円）
282万円
（420万円）
335万円
（486万円）

１人扶養
92万円

（157万円）
142万円
（229万円）
195万円
（304万円）
247万円
（376万円）

扶養なし
57万円

（122万円）
93万円

（158万円）
141万円
（227万円）
189万円
（296万円）



13 12

Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

７
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

７
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

（水）

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
区

10
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
北

鴨
、
学
園
台
、
堀
江
、
若
葉
町

木・月金・火

33
・
４
４
２
５

33
・
４
４
２
５

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
体
験
ツ
ア
ー

　ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
エ
コ
丸
工

房
内
を
め
ぐ
り
、
各
種
体
験
・
施

設
見
学
な
ど
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時
＝
７
月
24
日
（日）

　
　
　９
時
30
分
〜
11
時

▽
対
象
＝
小
学
生
親
子

▽
定
員
＝
１
０
０
組
（
先
着
順
）

●
イ
ベ
ン
ト
に
伴
う
臨
時
休
館

　夏
イ
ベ
ン
ト
開
催
準
備
の
た
め
、

７
月
23
日
（土）
は
休
館
い
た
し
ま
す
。

●
恒
例
！
『
夏
休
み

　
　
　
　
　リ
サ
イ
ク
ル
大
作
戦
』

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
で
は
、
夏

休
み
に
小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
の
講
座
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

※
各
小
学
校
を
通
じ
て
募
集
す
る

　予
定
で
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち

ゃ
ん
が
対
象
で
す
（
一
足
型
８

千
円
）。桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
添
え
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　※
７
月
実
施
は
10
日
（日）
と
17
日
（日）

　※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　☎
5
6
‐
１
１
４
４

■
保
育
士
就
職
相
談
会
の
開
催

　香
川
県
で
は
、
保
育
士
の
確
保

が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

求
職
中
の
保
育
士
資
格
者
か
ら
の

相
談
に
応
じ
、
保
育
士
就
職
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
７
月
29
日
（金）

　
　
　13
時
〜
16
時
（
受
付
時
間
）

▽
内
容
＝
保
育
所
（
園
）
の
採
用

　
　担
当
者
ら
に
よ
る
就
職
相
談

▽
場
所
＝

　
　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
松

　３
階

　
　高
松
市
花
ノ
宮
町
２
‐
２
‐
３

　
　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀

　２
階

　
　丸
亀
市
中
府
町
１
‐
６
‐
3
6

▽
対
象
＝
保
育
士
資
格
を
持
ち
、

　
　保
育
所
へ
の
就
職
希
望
者

【
問
合
せ
】

　香
川
県
子
育
て
支
援
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
２
８
８

■
花
火
に
よ
る
火
災
を
な
く
そ
う

　夏
に
な
り
、
花
火
を
楽
し
む
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。
気
軽
に
楽
し

め
る
花
火
も
、
使
い
方
を
誤
る
と

火
災
や
事
故
に
繋
が
り
ま
す
。
安

全
に
花
火
を
楽
し
む
た
め
に
も
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
説
明
書
を

　よ
く
読
み
、
正
し
く
使
用
し
ま

　し
ょ
う
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

　燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
の
使

　用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
み
、
使
い
終

　わ
っ
た
花
火
は
水
に
浸
し
て
残

　り
火
を
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

④
子
ど
も
だ
け
で
行
わ
ず
、
必
ず

　大
人
が
立
ち
会
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
気
象
状
況
に
注
意
し
、
風
の
強

　い
時
は
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

　最
後
に
、
使
用
し
た
花
火
は
各

自
で
持
ち
帰
り
、
周
囲
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　（
多
度
津
町
消
防
本
部
）

■
高
松
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
、
登

記
事
項
証
明
書
等
を
請
求
す
る
場

合
の
手
数
料
が
改
正
さ
れ
、
一
部

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

８
／
４

８
／
３

８
／
４

８
／
２

８
／
５

11

　

（水） （水）（水）
27 20

８
（木）（木）（木）

28 14

14
（火）
26

（火）
12

（金）（金）（金）
29 15

1322
（金） （金）

７１
（金）
８

（金）

19
（木）

７
（木）

28
（木）（木）

21
（火）

29
（金）

１５
（火）（木）

６

高
見
・
佐
柳
地
区

　４

　・

　
　・
18

　・
25

　８
／
１

（月）

（月）

（月）

（月）

　ま
た
同
日
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
の
場
合
は
、
郵
送
ま
た
は
登

記
所
窓
口
の
い
ず
れ
か
の
受
領
方

法
が
選
択
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
は
手
数
料
が

安
く
便
利
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
高
松
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

　シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
問
合
せ
】

　高
松
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

　☎
０
８
７
‐
８
２
１
‐
６
１
９
１

　
　

■
高
松
公
証
役
場
が
移
転
し
ま
す

　７
月
４
日
（月）
よ
り
、
高
松
公
証

役
場
が
移
転
し
ま
す
。

▽
移
転
先
＝

　高
松
市
亀
井
町
２
番
地
１

　朝
日
生
命
高
松
ビ
ル
７
階

【
問
合
せ
】

　高
松
公
証
役
場

　☎
０
８
７
‐
８
１
３
‐
３
５
３
６

《
募

　
　集
》

■
町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽
募
集
住
宅
／
募
集
戸
数

①
特
定
公
共
家
賃
住
宅

　堀
江
新
開
住
宅
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
１
戸

②
公
営
住
宅

　栄
町
東
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
／
１
戸

　堀
江
新
開
住
宅
２
Ｄ
Ｋ
／
１
戸

　堀
江
東
住
宅
２
Ｋ
／
２
戸

▽
募
集
期
間

　７
月
４
日
（月）
〜
７
月
15
日
（金）

　※
募
集
要
領
は
住
民
課
で
配
布

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
住
民
課

　
　
　
　
　町
営
住
宅
担
当

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
０

■
平
成
23
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

●
航
空
学
生

　▽
応
募
資
格
＝
高
卒
（
見
込
み

　
　を
含
む
）
・
21
歳
未
満
の
者

　▽
受
付
期
間
＝
８
月
１
日
（月）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　９
月
９
日
（金）

　▽
一
次
試
験
＝
９
月
23
日
（金）

●
一
般
曹
候
補
生

　▽
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
　27
歳
未
満
の
者

　▽
受
付
期
間
＝
８
月
１
日
（月）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　９
月
９
日
（金）

　▽
一
次
試
験
＝
９
月
17
日
（土）

●
自
衛
官
候
補
生

　▽
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
　27
歳
未
満
の
者

　▽
受
付
期
間
＝
８
月
１
日
（月）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　９
月
９
日
（金）

　※
採
用
試
験
日
は
、
受
付
時
に
連
絡

【
問
合
せ
】

　自
衛
隊
善
通
寺
地
域
事
務
所

　
　善
通
寺
市
南
町
３
‐
１
‐
１

　
　
　
　
　
　☎
63
‐
２
３
６
３

不法投棄を許さない！！
香川県において、毎月２回、桜川下流区域の清掃を
行っていただいております。不法投棄をなくし、美
しい多度津町をいつまでも保てるようご協力お願い
致します。５月に収集したゴミの量は、２９袋です。

■水道工事事業者の指定について　　　　　　  　【問合せ】多度津町上下水道課　☎３３－１３００　　
21

h
ttp
://h
o
u
m
u
k
y
o
k
u
.m
o
j.

g
o
.jp
/ta
k
a
m
a
tsu
/

h
ttp
://w

w
w
.to
u
k
i-

k
y
o
u
ta
k
u
-n
e
t.m
o
j.g
o
.jp

給水装置の新設・増設・改造・修繕・撤去の工事をする事業者を平成２３年３月３１日までに次のとおり追加指定しました。

指定番号
１５２
１５３
１５４
１５５
１５６
１５７

　　　工事事業者
（有）野口水道
か・な・で・るライフ
小比賀電気商会
矢野設備工業
谷本設備
（有）松浦水道工業所

　　　　　　所　在　地
高松市鶴市町１５７２番地３
三豊市山本町河内３８４０番地２
綾歌郡綾川町萱原９６９番地
観音寺市柞田町甲５４０番地の２
高松市神在川窪町６２７番地２９
高松市紙町５０６番地

　　電話番号
087-861-1066
0875-63-4756
087-876-1354
0875-24-2838
087-881-5514
087-866-2930※９区～１２区、日の出町、学園台、豊原地区、白方地区は、７月１８日（月）に可燃ごみの特別収集を実施します。



13 12

Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

７
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

７
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

（水）

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
区

10
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
北

鴨
、
学
園
台
、
堀
江
、
若
葉
町

木・月金・火

33
・
４
４
２
５

33
・
４
４
２
５

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
体
験
ツ
ア
ー

　ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
エ
コ
丸
工

房
内
を
め
ぐ
り
、
各
種
体
験
・
施

設
見
学
な
ど
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時
＝
７
月
24
日
（日）

　
　
　９
時
30
分
〜
11
時

▽
対
象
＝
小
学
生
親
子

▽
定
員
＝
１
０
０
組
（
先
着
順
）

●
イ
ベ
ン
ト
に
伴
う
臨
時
休
館

　夏
イ
ベ
ン
ト
開
催
準
備
の
た
め
、

７
月
23
日
（土）
は
休
館
い
た
し
ま
す
。

●
恒
例
！
『
夏
休
み

　
　
　
　
　リ
サ
イ
ク
ル
大
作
戦
』

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
で
は
、
夏

休
み
に
小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
の
講
座
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

※
各
小
学
校
を
通
じ
て
募
集
す
る

　予
定
で
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち

ゃ
ん
が
対
象
で
す
（
一
足
型
８

千
円
）。桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
添
え
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　※
７
月
実
施
は
10
日
（日）
と
17
日
（日）

　※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　☎
5
6
‐
１
１
４
４

■
保
育
士
就
職
相
談
会
の
開
催

　香
川
県
で
は
、
保
育
士
の
確
保

が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

求
職
中
の
保
育
士
資
格
者
か
ら
の

相
談
に
応
じ
、
保
育
士
就
職
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
７
月
29
日
（金）

　
　
　13
時
〜
16
時
（
受
付
時
間
）

▽
内
容
＝
保
育
所
（
園
）
の
採
用

　
　担
当
者
ら
に
よ
る
就
職
相
談

▽
場
所
＝

　
　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
松

　３
階

　
　高
松
市
花
ノ
宮
町
２
‐
２
‐
３

　
　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀

　２
階

　
　丸
亀
市
中
府
町
１
‐
６
‐
3
6

▽
対
象
＝
保
育
士
資
格
を
持
ち
、

　
　保
育
所
へ
の
就
職
希
望
者

【
問
合
せ
】

　香
川
県
子
育
て
支
援
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
２
８
８

■
花
火
に
よ
る
火
災
を
な
く
そ
う

　夏
に
な
り
、
花
火
を
楽
し
む
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。
気
軽
に
楽
し

め
る
花
火
も
、
使
い
方
を
誤
る
と

火
災
や
事
故
に
繋
が
り
ま
す
。
安

全
に
花
火
を
楽
し
む
た
め
に
も
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
説
明
書
を

　よ
く
読
み
、
正
し
く
使
用
し
ま

　し
ょ
う
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

　燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
の
使

　用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
み
、
使
い
終

　わ
っ
た
花
火
は
水
に
浸
し
て
残

　り
火
を
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

④
子
ど
も
だ
け
で
行
わ
ず
、
必
ず

　大
人
が
立
ち
会
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
気
象
状
況
に
注
意
し
、
風
の
強

　い
時
は
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

　最
後
に
、
使
用
し
た
花
火
は
各

自
で
持
ち
帰
り
、
周
囲
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　（
多
度
津
町
消
防
本
部
）

■
高
松
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
、
登

記
事
項
証
明
書
等
を
請
求
す
る
場

合
の
手
数
料
が
改
正
さ
れ
、
一
部

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

８
／
４

８
／
３

８
／
４

８
／
２

８
／
５

11

　

（水） （水）（水）
27 20

８
（木）（木）（木）

28 14

14
（火）
26

（火）
12

（金）（金）（金）
29 15

1322
（金） （金）

７１
（金）
８

（金）

19
（木）

７
（木）

28
（木）（木）

21
（火）

29
（金）

１５
（火）（木）

６

高
見
・
佐
柳
地
区

　４

　・

　
　・
18

　・
25

　８
／
１

（月）

（月）

（月）

（月）

　ま
た
同
日
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
の
場
合
は
、
郵
送
ま
た
は
登

記
所
窓
口
の
い
ず
れ
か
の
受
領
方

法
が
選
択
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
は
手
数
料
が

安
く
便
利
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
高
松
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

　シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
問
合
せ
】

　高
松
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

　☎
０
８
７
‐
８
２
１
‐
６
１
９
１

　
　

■
高
松
公
証
役
場
が
移
転
し
ま
す

　７
月
４
日
（月）
よ
り
、
高
松
公
証

役
場
が
移
転
し
ま
す
。

▽
移
転
先
＝

　高
松
市
亀
井
町
２
番
地
１

　朝
日
生
命
高
松
ビ
ル
７
階

【
問
合
せ
】

　高
松
公
証
役
場

　☎
０
８
７
‐
８
１
３
‐
３
５
３
６

《
募

　
　集
》

■
町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽
募
集
住
宅
／
募
集
戸
数

①
特
定
公
共
家
賃
住
宅

　堀
江
新
開
住
宅
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
１
戸

②
公
営
住
宅

　栄
町
東
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
／
１
戸

　堀
江
新
開
住
宅
２
Ｄ
Ｋ
／
１
戸

　堀
江
東
住
宅
２
Ｋ
／
２
戸

▽
募
集
期
間

　７
月
４
日
（月）
〜
７
月
15
日
（金）

　※
募
集
要
領
は
住
民
課
で
配
布

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
住
民
課

　
　
　
　
　町
営
住
宅
担
当

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
０

■
平
成
23
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

●
航
空
学
生

　▽
応
募
資
格
＝
高
卒
（
見
込
み

　
　を
含
む
）
・
21
歳
未
満
の
者

　▽
受
付
期
間
＝
８
月
１
日
（月）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　９
月
９
日
（金）

　▽
一
次
試
験
＝
９
月
23
日
（金）

●
一
般
曹
候
補
生

　▽
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
　27
歳
未
満
の
者

　▽
受
付
期
間
＝
８
月
１
日
（月）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　９
月
９
日
（金）

　▽
一
次
試
験
＝
９
月
17
日
（土）

●
自
衛
官
候
補
生

　▽
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
　27
歳
未
満
の
者

　▽
受
付
期
間
＝
８
月
１
日
（月）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　９
月
９
日
（金）

　※
採
用
試
験
日
は
、
受
付
時
に
連
絡

【
問
合
せ
】

　自
衛
隊
善
通
寺
地
域
事
務
所

　
　善
通
寺
市
南
町
３
‐
１
‐
１

　
　
　
　
　
　☎
63
‐
２
３
６
３

不法投棄を許さない！！
香川県において、毎月２回、桜川下流区域の清掃を
行っていただいております。不法投棄をなくし、美
しい多度津町をいつまでも保てるようご協力お願い
致します。５月に収集したゴミの量は、２９袋です。

■水道工事事業者の指定について　　　　　　  　【問合せ】多度津町上下水道課　☎３３－１３００　　
21

h
ttp
://h
o
u
m
u
k
y
o
k
u
.m
o
j.

g
o
.jp
/ta
k
a
m
a
tsu
/

h
ttp
://w

w
w
.to
u
k
i-

k
y
o
u
ta
k
u
-n
e
t.m
o
j.g
o
.jp

給水装置の新設・増設・改造・修繕・撤去の工事をする事業者を平成２３年３月３１日までに次のとおり追加指定しました。

指定番号
１５２
１５３
１５４
１５５
１５６
１５７

　　　工事事業者
（有）野口水道
か・な・で・るライフ
小比賀電気商会
矢野設備工業
谷本設備
（有）松浦水道工業所

　　　　　　所　在　地
高松市鶴市町１５７２番地３
三豊市山本町河内３８４０番地２
綾歌郡綾川町萱原９６９番地
観音寺市柞田町甲５４０番地の２
高松市神在川窪町６２７番地２９
高松市紙町５０６番地

　　電話番号
087-861-1066
0875-63-4756
087-876-1354
0875-24-2838
087-881-5514
087-866-2930※９区～１２区、日の出町、学園台、豊原地区、白方地区は、７月１８日（月）に可燃ごみの特別収集を実施します。
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保健だより保健だより 申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで ７月の予定７月の予定

２歳６か月児健康相談（平成20年12月～平成21年１月生まれ）、

３歳児健康診査（平成19年12月生まれ）、乳児健診（平成23年２月

～３月生まれ）、乳幼児相談（平成22年９月生まれの乳児と幼児）     

福セ＝福祉センター／四公＝四箇地区公民館／高見＝高見出張所／佐柳     

＝佐柳出張所／豊婦＝豊原農村婦人の家／白公＝白方地区公民館／健セ     

＝保健センター     

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

あります。当日の新聞でお確かめください。

日曜日

10:00-11:30

13:30-15:00

9:30-12:00

13:30-16:00

13:30-15:00

9:30-11:30

13:30-15:30

9:00-10:00

13:30-15:00

9:45-11:30

13:30-14:30

13:30-15:00

13:30-14:30

10:00-11:30

14:00-15:30

9:00-11:00

9:30-12:30

10:00-11:30

13:30-15:00

9:30-13:00

9:30-11:30

10:00-11:30

9:00-16:00

9:30-10:30

9:30-12:30

13:30-15:00

１日(金)

６日(水)

８日(金)

10日(日)

11日(月)

12日(火)

14日(木)

１5日(金)

１9日(火)

20日(水)

21日(木)

22日(金)

25日(月)

26日(火)

27日(水)

28日(木)

29日(金)

白公

白公

健セ

ザ・ビッグ前

豊婦

福セ

健セ

健セ

四公

健セ

健セ

福セ

健セ

健セ

白公

健セ

豊婦

四公

四公

健セ

福セ

豊婦

健セ

健セ

四公

豊婦

たんぽぽ教室  

生活習慣病予防相談  

のびのび広場  

献血  

生活習慣病予防相談  

町母子愛育班連絡協議会行事  

「みんな集まれ！にこにこ広場」  

健康づくりセミナー①  

「健診・がん検診のすすめ」  

２歳６か月児健康相談  

四箇地区福祉保健推進員会  

　研修会「歯について」  

ママカフェ  

３歳児健康診査  

生活習慣病予防相談  

『食育の日』  

乳児健診  

親子ふれあい広場  

　「ベビーマッサージ」  

白方地区福祉保健推進員会  

　研修会「薬について」  

ことばの相談（要予約）  

豊原地区母子愛育班  

　「親子おやつ作り教室」  

健康づくり　四つ葉教室  

生活習慣病予防相談  

食改親子料理中央研修会  

多度津地区母子愛育班  

　「工作教室」  

健康づくり　すまいる教室  

こども相談（要予約）  

乳幼児相談・ＢＳ  

食改四箇地区親子料理教室  

豊原地区福祉保健推進員会  

　研修会「体操」  

行　　事 時　間 場所

■ 納税・納付

柔道整復 ７月10日　藤木接骨院　（大通り） 　☎32-2663

老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

※『林求馬邸』開館日は、７月３日（日）・８月７日（日）です。

２日、３日、９日、10日、16日、17日、18日、 

23日、24日、30日、31日 

４日、11日、18日、19日、25日、31日、 

８月１日 

５日、12日、19日、26日、 

８月２日 

５日、12日、19日、26日、 

８月２日 

４日、11日、19日、25日、 

８月１日 

４日、11日、19日、25日、 

８月１日 

中 野 小 児 科

桃 陵 ク リ ニ ッ ク

加 藤 整 形 外 科

し お か ぜ 病 院

三 宅 病 院

山 本 医 院

（道福寺）

（本通２）

（堀江１）

（堀江４）

（栄町２）

（大通り）

７月３日

７月10日

７月17日

７月18日

７月24日

７月31日

☎32-4532

☎58-5588

☎32-8006

☎33-2545

☎32-2447

☎32-2809

豊婦

白公

豊婦

白公

健セ

場所日曜日

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

１日(金)

５日(火)

６日(水)

７日(木)

13日(水)

福セ

四公

高見

佐柳

豊婦

白公

時　間 場所 日曜日 時　間

●大腸がん検診

～３月生まれ）、乳幼児相談（平成22年９月生まれの乳児と幼児）     

福セ＝福祉センター／四公＝四箇地区公民館／高見＝高見出張所／佐柳     

＝佐柳出張所／豊婦＝豊原農村婦人の家／白公＝白方地区公民館／健セ     

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障 が い 者
生活支援相談

こころの
　相談日

７月21日(木)
10:30-12:00
電話予約をお願いします

７月19日(火)
10:00-15:00

７月19日(火)
10:00-15:00

７月28日(木)
13:30-16:30

７月21日(木)
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階

社会福祉協議会

☎32-8501

福祉センター

☎33-1110／総務課

福祉センター

☎33-1110／総務課

身障者相談 ７月15日(金)
13:00-15:00

福祉センター

☎32-3063／田中公敏

福祉センター

☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）

☎33-4488／福祉保健課

日　　時 場所・連絡先

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談

■ 休館日

■ 休日当番医

 ■献血のご協力をお願いします！
医療技術が進歩しても血液は人工的に製造することが

できません。皆様のご協力をよろしくお願いします。

【日　時】　７月８日（金）　１３時３０分～１６時

【場　所】　イオンタウン駐車場（ザ・ビッグ前）

　※本人確認のため、運転免許証などをご持参ください。

納期限

８月１日(月) 国民健康保険税・介護保険料 

固定資産税・都市計画税 

後期高齢者医療保険料  

前期・１期

２期

１期

対象税目 期　別

大腸がん検診・乳がん視触診検診を受けましょう■

●大腸がん検診

【対象者】４０歳以上の町民

【自己負担金】74歳まで：５００円／75歳以上：２００円

※検診受診調査書で申し込まれた方で、節目年齢の対象

　者には、上記日程での検診を受けることができません。

　無料クーポン検診として、後日ご案内します。

　（節目年齢の対象者＝今年度41歳・46歳・51歳・56歳・

　　61歳になる方）

●乳がん視触診検診

【対象者】３０歳から３９歳までの町民

【検診日】８月23日(火)・９月２日(金)・５日(月)・26日(月)

　　　　　10月６日(木)・７日(金)

【受　付】９時３０分～１０時３０分（検診は１０時から）

【自己負担金】３００円

※電話でお申込みください。先着順（いずれも10名程度）。

　希望多数の場合、希望日変更をお願いする事があります。

　　　　　  ★検診の自己負担金について★

 生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方は、

 自己負担金が免除になります。事前に保健センターへ申

 請して、手続きを行ってください。

予防接種についてのお願い
●日本脳炎予防接種の接種状況をご確認ください

　日本脳炎予防接種は、接種後に病気になった事例があり、

　平成17～21年度まで積極的な接種勧奨が控えられていま

　した。その後、新ワクチンが開発され、現在は通常ど

　おりの接種が可能となりましたが、平成７年６月１日か

　ら平成19年４月１日生まれの方は、接種が完了していな

　い可能性があります。母子健康手帳で、８歳までは３回、

　９歳以上は４回の接種が済んでいるかご確認ください。

　接種を希望される方で予診票の無い方はご連絡ください。

●麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン予防接種

　麻しん風しんの流行を防ぐには、９５％の予防接種率が

　必要です。夏休みを利用して、予防接種を受けましょう。

※対象者には４月上旬に予診票を送付していますが、予

　診票がない場合は、保健センターへご連絡ください。

※期間を過ぎると全額自己負担となります。（第１期は、

　２歳になると全額自己負担となります。）

●子宮頸がん予防ワクチン接種

　ワクチンの供給不足により、３月８日から医療機関での

　初回接種ができませんでしたが、平成６年４月２日から

　平成７年４月１日生まれの方（高２相当）は、６月15日

　から初回接種を受けることができるようになりました。

　９月30日までに初回接種を行えば、24年３月31日まで公

　費負担の対象になるので、早めに接種を開始しましょう。

　

香川県食生活改善推進連絡

協議会総会において、多度

津地区副会長武田万理子氏

が日頃の推進活動を評価さ

れ、会長表彰を受けられま

した。

■

健康づくりセミナー  ～健康生活を支援する教室～■

◆　ヘルスメイト通信　～料理教室のご案内～　◆　　　　多度津町食生活改善推進協議会

　　

MR期別

第２期（年長児）

第３期（中学１年）

第４期（高校３年）

平成22年度の

接種率

94.4％

89.1％

82.8％

平成23年5月末

までの接種率

 37.4％

 28.6％

 23.2％

検体提出日

７月１日（金）

７月５日（火）
　～７日（木）
７月13日（水）

受付時間

９時３０分

～１１時

　　地　区／提出場所
多度津／福祉センター
四　箇／四箇地区公民館
高見・佐柳／各出張所
豊　原／豊原農村婦人の家
白　方／白方地区公民館
全地区／保健センター

開催日

７月11日（月）

８月８日（月）

教室内容

『健診・がん検診のすすめ』

健康体操

いつまでも心も体もいきいきと過ごせるよう、みなさん

で一緒に教室に参加しましょう！

【場所】町民健康センター２階　多目的ホール

【時間】１３時３０分～１５時３０分

※参加希望者は、保健センターへお申込みください。

『ママカフェ』へどうぞ！■
　妊娠や出産は、嬉しい気持ちと同時に、分からないこ

とやちょっと気になることがたくさん。ヘルスメイトさ

んの手作りお菓子やお茶を楽しみながら、妊婦さんや出

産を終えたママ、みなさんで気軽にお話ししましょう。

【日時】７月14日（木）

　　　　10時～11時30分　

　※参加希望者は保健セン

　　ターへご連絡ください。

　もうすぐ夏休みです。子どもにとって家族や友人との食卓は、会話や食事を楽しみながら、バランスのよい食べ方や

食事のマナーなど、適切な食習慣を身につけるよい機会です。皆さんと一緒に「食育」について楽しく体験しましょう。

【時　　間】いずれも９時３０分～１２時３０分

【準 備 物】エプロン・三角巾・手拭タオル・筆記用具・参加費100円

【申込締切】７月２２日(金)（定員（各３０名）になり次第締め切り）

開催日

７月29日（金）

８月１日（月）

８月３日（水）

８月10日（水）

　　　場　所

四箇地区公民館

町民健康センター

豊原農村婦人の家

白方地区公民館

申込み先

津村　盛枝／☎33-0354

武田万理子／☎33-4383

松岡　久子／☎33-3118

中津　晴子／☎32-4531

★表　彰★
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保健だより保健だより 申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで ７月の予定７月の予定

２歳６か月児健康相談（平成20年12月～平成21年１月生まれ）、

３歳児健康診査（平成19年12月生まれ）、乳児健診（平成23年２月

～３月生まれ）、乳幼児相談（平成22年９月生まれの乳児と幼児）     

福セ＝福祉センター／四公＝四箇地区公民館／高見＝高見出張所／佐柳     

＝佐柳出張所／豊婦＝豊原農村婦人の家／白公＝白方地区公民館／健セ     

＝保健センター     

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

あります。当日の新聞でお確かめください。

日曜日

10:00-11:30

13:30-15:00

9:30-12:00

13:30-16:00

13:30-15:00

9:30-11:30

13:30-15:30

9:00-10:00

13:30-15:00

9:45-11:30

13:30-14:30

13:30-15:00

13:30-14:30

10:00-11:30

14:00-15:30

9:00-11:00

9:30-12:30

10:00-11:30

13:30-15:00

9:30-13:00

9:30-11:30

10:00-11:30

9:00-16:00

9:30-10:30

9:30-12:30

13:30-15:00

１日(金)

６日(水)

８日(金)

10日(日)

11日(月)

12日(火)

14日(木)

１5日(金)

１9日(火)

20日(水)

21日(木)

22日(金)

25日(月)

26日(火)

27日(水)

28日(木)

29日(金)

白公

白公

健セ

ザ・ビッグ前

豊婦

福セ

健セ

健セ

四公

健セ

健セ

福セ

健セ

健セ

白公

健セ

豊婦

四公

四公

健セ

福セ

豊婦

健セ

健セ

四公

豊婦

たんぽぽ教室  

生活習慣病予防相談  

のびのび広場  

献血  

生活習慣病予防相談  

町母子愛育班連絡協議会行事  

「みんな集まれ！にこにこ広場」  

健康づくりセミナー①  

「健診・がん検診のすすめ」  

２歳６か月児健康相談  

四箇地区福祉保健推進員会  

　研修会「歯について」  

ママカフェ  

３歳児健康診査  

生活習慣病予防相談  

『食育の日』  

乳児健診  

親子ふれあい広場  

　「ベビーマッサージ」  

白方地区福祉保健推進員会  

　研修会「薬について」  

ことばの相談（要予約）  

豊原地区母子愛育班  

　「親子おやつ作り教室」  

健康づくり　四つ葉教室  

生活習慣病予防相談  

食改親子料理中央研修会  

多度津地区母子愛育班  

　「工作教室」  

健康づくり　すまいる教室  

こども相談（要予約）  

乳幼児相談・ＢＳ  

食改四箇地区親子料理教室  

豊原地区福祉保健推進員会  

　研修会「体操」  

行　　事 時　間 場所

■ 納税・納付

柔道整復 ７月10日　藤木接骨院　（大通り） 　☎32-2663

老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

※『林求馬邸』開館日は、７月３日（日）・８月７日（日）です。

２日、３日、９日、10日、16日、17日、18日、 

23日、24日、30日、31日 

４日、11日、18日、19日、25日、31日、 

８月１日 

５日、12日、19日、26日、 

８月２日 

５日、12日、19日、26日、 

８月２日 

４日、11日、19日、25日、 

８月１日 

４日、11日、19日、25日、 

８月１日 

中 野 小 児 科

桃 陵 ク リ ニ ッ ク

加 藤 整 形 外 科

し お か ぜ 病 院

三 宅 病 院

山 本 医 院

（道福寺）

（本通２）

（堀江１）

（堀江４）

（栄町２）

（大通り）

７月３日

７月10日

７月17日

７月18日

７月24日

７月31日

☎32-4532

☎58-5588

☎32-8006

☎33-2545

☎32-2447

☎32-2809

豊婦

白公

豊婦

白公

健セ

場所日曜日

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

9:30-11:00

１日(金)

５日(火)

６日(水)

７日(木)

13日(水)

福セ

四公

高見

佐柳

豊婦

白公

時　間 場所 日曜日 時　間

●大腸がん検診 相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障 が い 者
生活支援相談

こころの
　相談日

７月21日(木)
10:30-12:00
電話予約をお願いします

７月19日(火)
10:00-15:00

７月19日(火)
10:00-15:00

７月28日(木)
13:30-16:30

７月21日(木)
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階

社会福祉協議会

☎32-8501

福祉センター

☎33-1110／総務課

福祉センター

☎33-1110／総務課

身障者相談 ７月15日(金)
13:00-15:00

福祉センター

☎32-3063／田中公敏

福祉センター

☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）

☎33-4488／福祉保健課

日　　時 場所・連絡先

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談

■ 休館日

■ 休日当番医

 ■献血のご協力をお願いします！
医療技術が進歩しても血液は人工的に製造することが

できません。皆様のご協力をよろしくお願いします。

【日　時】　７月８日（金）　１３時３０分～１６時

【場　所】　イオンタウン駐車場（ザ・ビッグ前）

　※本人確認のため、運転免許証などをご持参ください。

納期限

８月１日(月) 国民健康保険税・介護保険料 

固定資産税・都市計画税 

後期高齢者医療保険料  

前期・１期

２期

１期

対象税目 期　別

大腸がん検診・乳がん視触診検診を受けましょう■

●大腸がん検診

【対象者】４０歳以上の町民

【自己負担金】74歳まで：５００円／75歳以上：２００円

※検診受診調査書で申し込まれた方で、節目年齢の対象

　者には、上記日程での検診を受けることができません。

　無料クーポン検診として、後日ご案内します。

　（節目年齢の対象者＝今年度41歳・46歳・51歳・56歳・

　　61歳になる方）

●乳がん視触診検診

【対象者】３０歳から３９歳までの町民

【検診日】８月23日(火)・９月２日(金)・５日(月)・26日(月)

　　　　　10月６日(木)・７日(金)

【受　付】９時３０分～１０時３０分（検診は１０時から）

【自己負担金】３００円

※電話でお申込みください。先着順（いずれも10名程度）。

　希望多数の場合、希望日変更をお願いする事があります。

　　　　　  ★検診の自己負担金について★

 生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方は、

 自己負担金が免除になります。事前に保健センターへ申

 請して、手続きを行ってください。

予防接種についてのお願い
●日本脳炎予防接種の接種状況をご確認ください

　日本脳炎予防接種は、接種後に病気になった事例があり、

　平成17～21年度まで積極的な接種勧奨が控えられていま

　した。その後、新ワクチンが開発され、現在は通常ど

　おりの接種が可能となりましたが、平成７年６月１日か

　ら平成19年４月１日生まれの方は、接種が完了していな

　い可能性があります。母子健康手帳で、８歳までは３回、

　９歳以上は４回の接種が済んでいるかご確認ください。

　接種を希望される方で予診票の無い方はご連絡ください。

●麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン予防接種

　麻しん風しんの流行を防ぐには、９５％の予防接種率が

　必要です。夏休みを利用して、予防接種を受けましょう。

※対象者には４月上旬に予診票を送付していますが、予

　診票がない場合は、保健センターへご連絡ください。

※期間を過ぎると全額自己負担となります。（第１期は、

　２歳になると全額自己負担となります。）

●子宮頸がん予防ワクチン接種

　ワクチンの供給不足により、３月８日から医療機関での

　初回接種ができませんでしたが、平成６年４月２日から

　平成７年４月１日生まれの方（高２相当）は、６月15日

　から初回接種を受けることができるようになりました。

　９月30日までに初回接種を行えば、24年３月31日まで公

　費負担の対象になるので、早めに接種を開始しましょう。

　

香川県食生活改善推進連絡

協議会総会において、多度

津地区副会長武田万理子氏

が日頃の推進活動を評価さ

れ、会長表彰を受けられま

した。

■

健康づくりセミナー  ～健康生活を支援する教室～■

◆　ヘルスメイト通信　～料理教室のご案内～　◆　　　　多度津町食生活改善推進協議会

　　

MR期別

第２期（年長児）

第３期（中学１年）

第４期（高校３年）

平成22年度の

接種率

94.4％

89.1％

82.8％

平成23年5月末

までの接種率

 37.4％

 28.6％

 23.2％

検体提出日

７月１日（金）

７月５日（火）
　～７日（木）
７月13日（水）

受付時間

９時３０分

～１１時

　　地　区／提出場所
多度津／福祉センター
四　箇／四箇地区公民館
高見・佐柳／各出張所
豊　原／豊原農村婦人の家
白　方／白方地区公民館
全地区／保健センター

開催日

７月11日（月）

８月８日（月）

教室内容

『健診・がん検診のすすめ』

健康体操

いつまでも心も体もいきいきと過ごせるよう、みなさん

で一緒に教室に参加しましょう！

【場所】町民健康センター２階　多目的ホール

【時間】１３時３０分～１５時３０分

※参加希望者は、保健センターへお申込みください。

『ママカフェ』へどうぞ！■
　妊娠や出産は、嬉しい気持ちと同時に、分からないこ

とやちょっと気になることがたくさん。ヘルスメイトさ

んの手作りお菓子やお茶を楽しみながら、妊婦さんや出

産を終えたママ、みなさんで気軽にお話ししましょう。

【日時】７月14日（木）

　　　　10時～11時30分　

　※参加希望者は保健セン

　　ターへご連絡ください。

　もうすぐ夏休みです。子どもにとって家族や友人との食卓は、会話や食事を楽しみながら、バランスのよい食べ方や

食事のマナーなど、適切な食習慣を身につけるよい機会です。皆さんと一緒に「食育」について楽しく体験しましょう。

【時　　間】いずれも９時３０分～１２時３０分

【準 備 物】エプロン・三角巾・手拭タオル・筆記用具・参加費100円

【申込締切】７月２２日(金)（定員（各３０名）になり次第締め切り）

開催日

７月29日（金）

８月１日（月）

８月３日（水）

８月10日（水）

　　　場　所

四箇地区公民館

町民健康センター

豊原農村婦人の家

白方地区公民館

申込み先

津村　盛枝／☎33-0354

武田万理子／☎33-4383

松岡　久子／☎33-3118

中津　晴子／☎32-4531

★表　彰★



【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246
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●　図書館だより・・・・・・・・・・・・・１６Ｐ

●『東日本大震災』義援金の状況
　　（平成２３年６月２０日現在）
　◎多度津町社会福祉協議会（町民健康センター２階）
　　　　　　　　　７０９，６２９円
　◎多度津町役場・各地区公民館
　　　　　　１０，５１９，１０６円

発行・編集／多度津町町長公室  〒764-8501 香川県仲多度郡多度津町栄町１丁目1-91    0877-33-1115   印刷・製本／株式会社 弘栄社

●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室     33－1115

●『町の人口』について
   毎月掲載している『町の人口』については、現在『平
　成２２年国勢調査』の集計作業を行っていますので、
　集計結果が発表され次第、掲載を再開します。

■新着情報・絵本

　                          
　　　　　　　　　　　　　　　　　コマヤスカン / 講談社
　　日本を見わたす 大パノラマ絵本
        小学生のはるかちゃんと父親が
　　早朝に雪の新青森駅　を出発し、
　「はやぶさ」「のぞみ」「さくら」
　を乗り継いで、夜に桜の咲く鹿児
　島中央駅に着くまでを、空からの
　俯瞰で沿線を丁寧に描いた。

■７月の行事
　★おはなし会『ひまわり』
　　　７月 ９日（土）   １４時～14時30分
　★おはなし会　『ライブラリーこぐま』
　　　７月20日（水）　１４時３０分～１５時

２０７冊
３，０２６人
５，９４３冊

３５人

『新幹線のたび』　～はやぶさ・のぞみ・さくらで日本縦断～

■『今』 読んで ！！

　わたしたちは 戦争が だいきらいです！！
　日本・中国・韓国の絵本作家が子どもたちにおくる
　平和絵本（それぞれの国・言語で絵本を刊行中）
　                          
　　　　　作：浜田 桂子 / 童心社

　　　　　作：姚 紅（ﾔｵ ﾎﾝ）・ 訳：中 由美子 / 童心社
　　　　　
　　　　　作：イ・オクベ ・ 訳：おおたけきよみ / 童心社

　

■ボランティアさん♪大募集！！
　絵本＆こどもさんが 大好きな あなた♪
   一緒に“おはなし会”で 『 読み聞かせ 』 して
   くださいませんか！？
   ※ 詳しくは 図書館カウンターまで!！

●『へいわって どんなこと？』

●『京劇がきえた日』

●『非武装地帯に春がくると』

■５月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

■さくらプール７月・８月　開館時間変更のお知らせ
　７月・８月の２ヶ月間は
▽平日＝１０時～２１時
▽日曜・祝日＝１０時～１８時
に変更になります。
※休館日は毎週火曜日です。
※９月より通常の開館時間に
   戻ります。

【問合せ】さくらプール（☎　３３‐４３００）
　

■町民会館からお知らせ　　☎３３－３３３０

●東儀秀樹×古澤巌ツアー２０１１　午後の汀
　雅楽の伝統に立つ東儀秀樹。
　西洋音楽の伝統に立つ古澤巌。
　オリジナル曲はもとより、クラシックからポップス
　などのカバー曲も盛り込み、この二人でなければ
　味わえない音楽世界を十二分に堪能してください。
【日　時】
　９月１１日（日）
　　開場１６時３０分
　　開演１７時００分
【料　金】
　　一般　５，２５０円
　　学生　３，１５０円
　　（税込み）★全席指定
　　只今チケット発売中！


